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平成２５年度の決算で、 実施事業の評価をしました。

一緒に開けよう！まちの未来へつづく

78No.

議会で決まったこと

委員会の議案審査

ここが知りたい！一般   問質質
きかせて！あなたの

2
4
6

25 年度決算の事業評価 8

14
24

 平成２６年１０月３１日発行
（平成２６年９月定例会を掲載）

救急救命士×市議会

救急救命士×市議会

特 集

平成２５年度の決算審査で、 事業の評価をしました。 ８ページに掲載。

活動



▲救急隊のバッグにはさまざまな道具が
　入っている。 写真は、 状態を判断する
　ために、 血液中の酸素量を計る器具

ー
今
日
は
、
お
忙
し
い
と
こ

ろ
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
早
速
で
す
が
、
皆
さ
ん
、

着
て
い
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の

違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
グ
レ
ー
は
救
急
服
で
、
救

急
隊
で
す
。
ブ
ル
ー
は
消
防

隊
で
、
ほ
か
に
、
こ
こ
に
は

い
ま
せ
ん
が
、
オ
レ
ン
ジ
色

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
救
助
隊
、

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
で
す
。
　
救

急
隊
は
３
人
１
組
で
、
さ
き

ほ
ど
、
昨
日
の
朝
か
ら
24
時

間
の
勤
務
を
終
え
た
班
と
交

代
し
て
別
の
３
人
が
勤
務
に

入
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

特 集

ー
24
時
間
の
交
代
制
の
勤
務

は
大
変
で
す
。
ご
家
族
の
理

解
も
必
要
で
す
ね･･･

。

　
出
動
し
て
い
る
と
き
に
、

別
の
出
動
要
請
が
入
る
こ
と

も
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
あ
り
ま
す
。
で
も
、
最
初

に
出
た
隊
は
、
そ
の
件
の
専

属
で
す
。
次
の
現
場
に
は
２

号
車
が
出
た
り
、
ほ
か
の
署

か
ら
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
鹿
行
地
域
は
本
当
に
医
師

が
少
な
い
ん
で
す
。
茨
城
県

は
人
口
10
万
人
に
対
す
る
医

師
の
数
が
１
７
５
人
で
、
全

国
ワ
ー
ス
ト
２
位
で
す
が
、

鹿
行
地
域
は
88
人
で
さ
ら
に

少
な
い
。
ま
た
、
鹿
嶋
は
交

通
事
故
が
多
い
で
す
。

　
救
急
車
は
受
け
入
れ
先
が

決
ま
っ
て
い
る
、
と
思
っ
て

い
る
方
が
多
い
の
で
す
が
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現

場
に
到
着
し
て
状
態
を
診
て

か
ら
、
病
院
に
電
話
を
し
て

受
け
入
れ
て
く
れ
る
病
院
を

探
し
ま
す
。
夜
間
で
は
、
当

直
の
先
生
の
専
門
外
だ
か
ら

と
、
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

救
急
車
で
も
、
受
け
入
れ
先
の
病
院
は
決
ま
っ

て
い
な
い
ん
で
す
。

ま
す
。
で
も
、
具
合
の
悪
い

方
は
こ
こ（
目
の
前
）に
い
て
、

診
て
も
ら
う
た
め
に
な
ん
と

か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
が
、
一
番
大
変
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
病
院
に
搬
送

し
た
後
、「
助
か
り
ま
し
た
」

と
言
わ
れ
る
と
、
本
当
に
嬉

し
い
で
す
ね
。

　
自
分
の
家
族
に
は
、
救
急

隊
に
限
ら
ず
、
消
防
で
の
仕

事
は
こ
う
い
う
も
の
な
ん
だ

と
、
わ
か
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
任
務
で
す
か
ら
。

ー
何
で
も
か
ん
で
も
救
急
車

を
要
請
す
る
と
、
本
当
に
必

要
な
人
が
困
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す

ね
。
ま
た
、救
急
車
が
来
て
も
、

医
師
が
少
な
い
地
域
な
の
で
、

す
ぐ
に
病
院
に
連
れ
て
行
け

る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
鹿

嶋
市
の
医
療
環
境
の
現
状
。

救
急
救
命
士×

市
議
会

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
ね･･･

。

　
周
り
の
人
が
、
心
肺
停
止

に
な
っ
た
ら
、Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
っ

て
も
ち
ゃ
ん
と
使
え
る
か
ど

う
か
。
勇
気
が
要
る
か
と
。

　
確
か
に
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
は

躊
躇
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
だ
け
で
も

有
効
で
す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
は

１
分
間
に
１
０
０
回
以
上
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
も
し
家

な
ど
で
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と

に
な
っ
た
と
き
、
既
往
症
や

飲
ん
で
い

る
薬
の
名

前
な
ど
が

わ
か
れ
ば
、

判
断
に
役
立
ち
ま
す
。
分
か

り
や
す
い
と
こ
ろ
、
例
え
ば

冷
蔵
庫
な
ど
に
メ
モ
を
貼
っ

て
お
く
と
い
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ご
本
人
が
話
せ
る
状

態
で
は
な
か
っ
た
り
、
ご
家

族
も
慌
て
て
い
た
り
す
る
と
、

な
か
な
か
伝
え
ら
れ
な
い
と

思
い
ま
す
か
ら
。

出
動
は
、
朝
で
も
昼
で
も
夜
中
で
も
。

様
々
な
症
例
に
、

現
場
で
対
応
す
る
の
が
救
命
士
の
仕
事
。

ー
最
後
に
、
市
や
市
議
会
に

つ
い
て
何
か
。

　
医
師
の
確
保
は
本
当
に
急

務
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

管
内
に
救
命
セ
ン
タ
ー
も
必

要
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
今
使
っ

て
い
る
２
号
車
は
、
走
行
距

離
が
30
万
　
　
を
超
え
た
も

の
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
遠
出
の
使
用
に
心
配
な

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
心
肺
停
止
前
の
静

脈
路
確
保
や
、
血
糖
値
の
測

定
な
ど
、
さ
ら
に
救
命
士
の

処
置
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
任
務

に
あ
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
鹿
嶋
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
時
に
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作

や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の

救
命
講
習
会
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

消
防
署
の
業
務
は
、
大
き
く
３
つ
。
消
防

と
救
急
と
救
助
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

鹿
嶋
消
防
署
で
救
急
隊
と
し
て
活
躍
す
る

皆
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。
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に
搬
送

し
た
後
、「
助
か
り
ま
し
た
」

と
言
わ
れ
る
と
、
本
当
に
嬉

し
い
で
す
ね
。

　
自
分
の
家
族
に
は
、
救
急

隊
に
限
ら
ず
、
消
防
で
の
仕

事
は
こ
う
い
う
も
の
な
ん
だ

と
、
わ
か
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
任
務
で
す
か
ら
。

ー
何
で
も
か
ん
で
も
救
急
車

を
要
請
す
る
と
、
本
当
に
必

要
な
人
が
困
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す

ね
。
ま
た
、救
急
車
が
来
て
も
、

医
師
が
少
な
い
地
域
な
の
で
、

す
ぐ
に
病
院
に
連
れ
て
行
け

る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
鹿

嶋
市
の
医
療
環
境
の
現
状
。

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
ね･･･

。

　
周
り
の
人
が
、
心
肺
停
止

に
な
っ
た
ら
、Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
っ

て
も
ち
ゃ
ん
と
使
え
る
か
ど

う
か
。
勇
気
が
要
る
か
と
。

　
確
か
に
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
は

躊
躇
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
だ
け
で
も

有
効
で
す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
は

１
分
間
に
１
０
０
回
以
上
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
も
し
家

な
ど
で
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と

に
な
っ
た
と
き
、
既
往
症
や

飲
ん
で
い

る
薬
の
名

前
な
ど
が

わ
か
れ
ば
、

判
断
に
役
立
ち
ま
す
。
分
か

り
や
す
い
と
こ
ろ
、
例
え
ば

冷
蔵
庫
な
ど
に
メ
モ
を
貼
っ

て
お
く
と
い
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ご
本
人
が
話
せ
る
状

態
で
は
な
か
っ
た
り
、
ご
家

族
も
慌
て
て
い
た
り
す
る
と
、

な
か
な
か
伝
え
ら
れ
な
い
と

思
い
ま
す
か
ら
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
な
い
と
き
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

だ
け
で
も
生
存
率
は
あ
が
り
ま
す
。

ー
最
後
に
、
市
や
市
議
会
に

つ
い
て
何
か
。

　
医
師
の
確
保
は
本
当
に
急

務
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

管
内
に
救
命
セ
ン
タ
ー
も
必

要
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
今
使
っ

て
い
る
２
号
車
は
、
走
行
距

離
が
30
万
　
　
を
超
え
た
も

の
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
遠
出
の
使
用
に
心
配
な

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
心
肺
停
止
前
の
静

脈
路
確
保
や
、
血
糖
値
の
測

定
な
ど
、
さ
ら
に
救
命
士
の

処
置
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
任
務

に
あ
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
鹿
嶋
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
時
に
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作

や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の

救
命
講
習
会
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲左から　司令の山田征実さん、松川孝一さん、司令補の黒須裕二さん、石津正善さん

▲左から　士長の関正則さん、副士長の矢内正樹さん、士長の小神野貴之さん、士長の宮本洋之さん

ち
ゅ
う
ち
ょ

キ
ロ

メ
ー
ト
ル
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＊議案番号は１年間の通し番号になります。

<市長から提出された議案>

議案番号 議 案 名 審査した
委 員 会 議決結果

１ 議案第６２号 平成２６年度鹿嶋市一般会計補正予算（第６号） 予算決算 原案可決

２ 議案第６３号 平成２６年度鹿嶋市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決

３ 議案第６４号 平成２６年度鹿嶋市介護保険特別会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決

４ 議案第６５号 平成２６年度鹿島臨海都市計画下水道事業公共下水道特別会
計補正予算（第２号） 予算決算 原案可決

５ 議案第６６号 平成２６年度鹿嶋市水道事業会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決

６ 議案第６７号 平成２６年度鹿嶋市大野区域水道事業会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決

７ 議案第６８号 鹿嶋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例 文教民生 原案可決

８ 議案第６９号 鹿嶋市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例 文教民生 原案可決

９ 議案第７０号 鹿嶋市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例 文教民生 原案可決

10 議案第７１号 鹿嶋市附属機関に関する条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

11 議案第７２号 鹿嶋市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

12 議案第７３号 鹿嶋市福祉事務所設置条例の一部を改正する条例 文教民生 原案可決

13 議案第７４号 鹿嶋市母子福祉資金貸付基金設置条例の一部を改正する条例 文教民生 原案可決

14 議案第７５号 鹿嶋市保育所の保育の実施に関する条例の一部を改正する条例 文教民生 原案可決

15 議案第７６号 鹿嶋市収入印紙等購買基金条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

16 議案第７７号 鹿嶋市水道事業給水条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

17 議案第７８号 鹿嶋市大野区域水道事業給水条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

18 議案第７９号 和解について 総務企画 原案可決

19 議案第８０号 鹿嶋市教育委員会委員の任命について － 原案同意

20 議案第８１号 鹿嶋市教育委員会委員の任命について － 原案同意

21 議案第８２号 鹿嶋市教育委員会委員の任命について － 原案同意

22 報告第７号 専決処分について（平成２６年度鹿嶋市一般会計補正予算（第
４号）） 予算決算 原案承認

23 報告第８号 専決処分について（平成２６年度鹿嶋市一般会計補正予算（第
５号）） 予算決算 原案承認

24 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について － 原案適任

25 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について － 原案適任

26 諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について － 原案適任

６ページに拡大

　９月の定例会は、 ９月３日 （水）～９月２４日 （水）までの２２日間で開催
されました。 市長から予算８件、 決算３件、 条例１１件、 その他７件の議
案が提出されたほか、 市議会へ１件の請願が提出されました。
　議案への質疑、 討論はありませんでした。 全ての議案は、 いずれも
全会一致で可決しました。
　常任委員会の審査の内容は６ページから、 １０人が登壇した一般質問
は１４ページから掲載しています。

９月定例会で
決まったこと

提出された議案とその結果
議案番号は、１年間の通し番号になります。
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＊議案番号は１年間の通し番号になります。

<市長から提出された議案>

議案番号 議 案 名 審査した
委 員 会 議決結果

１ 議案第６２号 平成２６年度鹿嶋市一般会計補正予算（第６号） 予算決算 原案可決

２ 議案第６３号 平成２６年度鹿嶋市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決

３ 議案第６４号 平成２６年度鹿嶋市介護保険特別会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決

４ 議案第６５号 平成２６年度鹿島臨海都市計画下水道事業公共下水道特別会
計補正予算（第２号） 予算決算 原案可決

５ 議案第６６号 平成２６年度鹿嶋市水道事業会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決

６ 議案第６７号 平成２６年度鹿嶋市大野区域水道事業会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決

７ 議案第６８号 鹿嶋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例 文教民生 原案可決

８ 議案第６９号 鹿嶋市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例 文教民生 原案可決

９ 議案第７０号 鹿嶋市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例 文教民生 原案可決

10 議案第７１号 鹿嶋市附属機関に関する条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

11 議案第７２号 鹿嶋市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

12 議案第７３号 鹿嶋市福祉事務所設置条例の一部を改正する条例 文教民生 原案可決

13 議案第７４号 鹿嶋市母子福祉資金貸付基金設置条例の一部を改正する条例 文教民生 原案可決

14 議案第７５号 鹿嶋市保育所の保育の実施に関する条例の一部を改正する条例 文教民生 原案可決

15 議案第７６号 鹿嶋市収入印紙等購買基金条例の一部を改正する条例 総務企画 原案可決

16 議案第７７号 鹿嶋市水道事業給水条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

17 議案第７８号 鹿嶋市大野区域水道事業給水条例の一部を改正する条例 環境経済建設 原案可決

18 議案第７９号 和解について 総務企画 原案可決

19 議案第８０号 鹿嶋市教育委員会委員の任命について － 原案同意

20 議案第８１号 鹿嶋市教育委員会委員の任命について － 原案同意

21 議案第８２号 鹿嶋市教育委員会委員の任命について － 原案同意

22 報告第７号 専決処分について（平成２６年度鹿嶋市一般会計補正予算（第
４号）） 予算決算 原案承認

23 報告第８号 専決処分について（平成２６年度鹿嶋市一般会計補正予算（第
５号）） 予算決算 原案承認

24 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について － 原案適任

25 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について － 原案適任

26 諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について － 原案適任

６ページに拡大

　９月の定例会は、 ９月３日 （水）～９月２４日 （水）までの２２日間で開催
されました。 市長から予算８件、 決算３件、 条例１１件、 その他７件の議
案が提出されたほか、 市議会へ１件の請願が提出されました。
　議案への質疑、 討論はありませんでした。 全ての議案は、 いずれも
全会一致で可決しました。
　常任委員会の審査の内容は６ページから、 １０人が登壇した一般質問
は１４ページから掲載しています。

９月定例会で
決まったこと

提出された議案とその結果
議案番号は、１年間の通し番号になります。

 

 

会議の詳細は、議会事務局にある「会議録」でご覧いただけます。

意見書を提出しました

教育予算の拡充を求める意見書

子どもたちに豊かな教育を保障することは，社会の基盤づくりにとってきわめて重要なことである。
特に学級規模の少人数化は保護者などの意見募集でも小学１・２年生のみならず，各学年に拡充すべき
との意見が大多数である。地方は独自の工夫で学級規模の少人数化をすすめてきているが，地方交付税
削減の影響や厳しい地方財政の状況などから，自治体が独自財源で学級の少人数化を拡充することは
困難な状況になっている。

また，東日本大震災等において，学校施設の被害や子どもたちの心のケアなど教育の早期復興のため
の予算措置，早期の学校施設の復旧など政府として人的・物的な援助や財政的な支援に継続的に取り組
むべきである。

したがって，教育予算を国全体として，しっかりと確保・充実させるため，次の事項を実現されるよ
う，強く要望する。

１．きめ細かな教育の実現のために少人数学級を推進すること。
２．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため，その根幹となる義務教育費国庫負担制度を堅持す

ること。
３．震災からの教育復興のための予算措置を継続して行うこと。

以上，地方自治法第９９条の規定に基づき，意見書を提出する。

平成２６年９月２４日
茨城県鹿嶋市議会

【意見書の提出先】　

内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、

文部科学大臣、内閣官房長官

<市議会へ提出された請願>

<委員会が提出した議案>

議案番号 議 案 名 審査した
委 員 会 議決結果

27 認定第１号 平成２５年度鹿嶋市一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定
について 予算決算 原案認定

28 認定第２号 平成２５年度鹿嶋市水道事業会計決算認定について 予算決算 原案認定

29 認定第３号 平成２５年度鹿嶋市大野区域水道事業会計決算認定について 予算決算 原案認定

請願番号 請 願 名 審査した
委 員 会 議決結果

31 平成２６年
請願第３号

教育予算の拡充を求める請願
請願者：茨城県教職員組合 執行委員長 吉田 豊 外 276名 文教民生 採 択

7･8ページに拡大

意見書番号 意 見 書 名 提出した
委 員 会 議決結果

30 意見書第２号 教育予算の拡充を求める意見書 文教民生 原案可決
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　地方公共団体の公益に関することについて、 議

会が地方公共団体の機関としての議会の意思を意

見としてまとめた文書のことで、 議会はこの意見

書を国会や関係行政庁に提出することができます。



認定

続く市税の収入減
　効率的な財政運営を

可決

委  

員  

長
　
内
田
政
文

副
委
員
長
　
篠
塚
洋
三

＊
補
正
予
算
と
当
初
予
算
に
関
し
て
は
、
議
長
を
除
く
全
員（
21
人
）が
委
員
で
す
。

＊
決
算
に
関
し
て
は
、
議
長
と
議
会
選
出
の
監
査
委
員
１
人
を
除
く
全
員（
20
人
）が
委
員
で
す
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

意
見

提
案・

目
立
つ
多
額
の
工
事
費
補
正

　市
長
公
約
事
業
の
予
算
は
ど
こ
か
ら
？

し
て
い
る
部
分
な
ど
も
意
識
し

て
、
広
範
囲
に
捉
え
て
整
備
し

て
欲
し
い
。

　
　
農
地
中
間
管
理
事
業
の
主

　
　
な
内
容
は
。

　
　
農
林
公
社
か
ら
市
が
受
託

　
　
す
る
内
容
は
、
借
し
受
け

農
地
の
事
前
調
査
、
借
り
受
け

貸
し
付
け
の
交
渉
、契
約
締
結
、

相
談
業
務
な
ど
の
予
定
。
　

　
　
民
間
保
育
園
入
所
者
支
援

　
　
事
業
は
、
何
人
が
受
け
入

れ
可
能
に
な
る
の
か
。

　
　
４
法
人
で
合
計
１
８
０
人

　
　
の
増
員
が
図
れ
る
見
込

み
。

　
　
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防

　
　
接
種
の
助
成
内
容
は
。

　
　
今
年
度
は
75
歳
以
上
を
全

　
　
年
齢
で
実
施
し
、
１
人
あ

た
り
３
０
０
０
円
を
助
成
。

　
　
市
長
公
約
事
業
の
、
策
定

　
　
な
ど
の
予
算
が
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、
決
算
を
見
る
と
、

公
債
費
の
負
担
比
率
が
高
い
。

財
政
的
な
裏
づ
け
は
あ
る
の

か
。
構
想
が
大
き
す
ぎ
て
予
算

が
確
保
で
き
ず
、
実
現
で
き
な

い
と
い
っ
た
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
議
会
や
市
民
へ
説
明
し
た

上
で
事
業
を
進
め
て
欲
し
い
。

　
　
財
政
的
な
裏
づ
け
な
ど
も

　
　
含
め
て
、
ま
だ
資
料
が
ま

と
ま
っ
て
い
な
い
。

　
　
学
校
の
大
規
模
改
修
時
の

　
　
代
替
施
設
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
設
を
活
用
し
て
、
不
便
に

な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
欲

し
い
。

　討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
、
全
て
の
議
案
に
つ

い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し

た
。

平成 26 年度の
補正予算の審査

▲卜伝の郷運動公園多目的広場から見るスタジ
　アム。 スポーツのまち鹿嶋を象徴する存在だ。

6鹿嶋市議会だより
平成 26 年 10 月 31 日発行

委  

員  

長
　
内
田
政
文

副
委
員
長
　
篠
塚
洋
三

＊
補
正
予
算
と
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
議
長
を
除
く
全
員（
21
人
）が
委
員
で
す
。

＊
決
算
に
つ
い
て
は
、
議
長
と
議
会
選
出
の
監
査
委
員
１
人
を
除
く
全
員（
20
人
）が
委
員
で
す
。

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
は
、

９
月
11
日
と
17
日
に
開
催
し
、

平
成
26
年
度
補
正
予
算
や
平

成
25
年
度
の
決
算
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
　

■
議
案
第
62
号
　
平
成
26
年

度
鹿
嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）･･･

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
６
億
２
５
８
６
万
５
千
円

を
追
加
し
、
総
額
２
３
１
億
６

８
４
３
万
７
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
ほ
か
、
７
件
の
補

正
予
算
を
審
査
し
ま
し
た
。
委

員
会
で
の
主
な
質
疑
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
　
建
設
関
係
の
資
材
高
騰
に

　
　
よ
る
補
正
要
求
で
、
そ
の

資
材
の
適
正
価
格
は
ど
の
よ
う

に
調
査
し
て
い
る
か
。

　
　
予
算
要
求
時
に
最
新
の
価

　
　
格
で
積
算
し
た
が
、
工
事

ま
で
の
間
で
価
格
が
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
た
め
に
補
正
要
求
と

な
っ
た
。
資
材
の
適
正
価
格
は
、

県
が
調
査
し
た
単
価
を
採
用
し

て
積
算
し
て
い
る
。

　
　
平
井
認
定
こ
ど
も
園
の
外

　
　
構
工
事
の
補
正
は
、
新
た

に
追
加
す
る
工
事
な
の
か
。

　
　
本
体
工
事
の
差
額
で
整
備

　
　
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
資

材
高
騰
に
よ
っ
て
対
応
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
今
回
の
補
正
で

要
求
す
る
も
の
。

　
　
産
地
形
成
促
進
事
業
の
内

　
　
容
は
。

　
　
青
年
就
農
給
付
金
経
営

　
　
開
始
型
と
し
て
実
施
。
学

校
卒
業
後
な
ど
に
、
農
業
を
開

始
す
る
と
き
な
ど
に
給
付
す
る

も
の
と
、
特
産
加
工
品
の
開
発

な
ど
へ
の
助
成
で
あ
る
。

　
　
ス
タ
ジ
ム
周
辺
総
合
ス

　
　
ポ
ー
ツ
公
園
化
事
業
へ
の

計
画
策
定
委
託
は
、
ぜ
ひ
、
ア

ン
ト
ラ
ー
ズ
の
１
０
０
年
構
想

や
、
学
校
で
の
部
活
動
に
不
足

し
て
い
る
部
分
な
ど
も
意
識
し

て
、
広
範
囲
に
捉
え
て
整
備
し

て
欲
し
い
。

　
　
農
地
中
間
管
理
事
業
の
主

　
　
な
内
容
は
。

　
　
農
林
振
興
公
社
か
ら
市
が

　
　
受
託
す
る
内
容
は
、
借
り

受
け
農
地
の
事
前
調
査
、
借
り

受
け
貸
し
付
け
の
交
渉
、
契
約

締
結
、相
談
業
務
な
ど
の
予
定
。

　
　
民
間
保
育
園
入
所
者
支
援

　
　
事
業
は
、
何
人
が
受
け
入

れ
可
能
に
な
る
の
か
。

　
　
４
法
人
で
計
１
８
０
人
の

　
　
増
員
が
図
れ
る
見
込
み
。

　
　
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防

　
　
接
種
の
助
成
内
容
は
。

　
　
今
年
度
は
75
歳
以
上
は
全

　
　
年
齢
で
、
ほ
か
に
65
歳
以

上
の
５
歳
き
ざ
み
の
年
齢
の
人

を
対
象
に
、
１
人
あ
た
り
３
０

０
０
円
を
助
成
。

　
　
市
長
公
約
事
業
の
、
策
定

　
　
な
ど
の
予
算
が
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、
決
算
を
見
る
と
、

公
債
費
負
担
比
率
が
高
い
。
財

政
的
な
裏
づ
け
は
あ
る
の
か
。

構
想
が
大
き
す
ぎ
て
予
算
が
確

保
で
き
ず
、
実
現
で
き
な
い
と

い
っ
た
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

議
会
や
市
民
へ
説
明
し
た
上
で

事
業
を
進
め
て
欲
し
い
。

　
　
財
政
的
な
裏
づ
け
な
ど
も

　
　
含
め
て
、
ま
だ
資
料
が
ま

と
ま
っ
て
い
な
い
。

　
　
学
校
の
大
規
模
改
修
時
の

　
　
代
替
施
設
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
設
を
活
用
し
て
、
不
便
に

な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
欲

し
い
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
委
員
会
は
、
全
て
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま

し
た
。

続
く
市
税
の
収
入
減

　費
用
対
効
果
を
検
証
し
て
運
営
を

■
認
定
第
１
号
　
平
成
25
年
度
鹿
嶋
市

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て･･･

一
般
会
計
は
、
歳

入
が
２
７
４
億
４
０
９
０
万
１
千
円
。
歳

出
は
２
５
３
億
２
４
３
６
万
４
千
円
で

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
認
定
第
２
号
、
認
定
第
３

号
と
合
計
３
件
の
議
案
を
審
査
し
ま
し

た
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
委
員

【一般会計の款別の使い道】（千円未満四捨五入）

（千円未満四捨五入）【特別会計・企業会計の決算】

款 歳　出
議会費　　　　　　　 　２億１３９２万３千円　　　　
総務費 　　　　　　　２６億８２８７万８千円
民生費　　                      ８０億３１４４万３千円
衛生費　　                  　２４億３６６５万８千円
労働費　　　　　　　　　　　　　　４４万円
農林水産業費                  　４億８６６２万４千円
商工費　   　　               　１億７５２９万５千円
土木費　　　                   ２８億３３１２万５千円
消防費　　　                      ９億１１１０万７千円
教育費　　                  　３２億４２７５万５千円
災害復旧費　　              １９億２３９０万９千円
公債費　　　                  １８億３３５７万１千円
諸支出金　　　                  ５億５２６３万６千円
予備費　　　                                                         ０円
　　合　計　　　　 ２５３億２４３６万４千円

200

250 億円

150

100

基
金
残
高

　（貯
金
）
市
債
残
高

（
借
金
）

歳　入会　計 歳　出
８９億１３１２万 1 千円

４億５８０８万３千円
３３億７６４４万８千円

１７６３万７千円
 ４７０１万７千円

１６億３８７１万３千円
９６４１万８千円
３３５８万４千円

３億２２３３万５千円
１４９億３３５万６千円

１２億７５６１万円
２億４８１１万４千円

 １５億２３７２万４千円

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
神宮駅周辺北土地区画整理事業
平井東部土地区画整理事業
公共下水道
農業集落排水
墓　地
公共料金等集合支払

鹿島区域水道事業
大野区域水道事業

        ８４億７７４１万９千円
          ４億５７３９万３千円

        ３２億１５２５万１千円
                      ３５０万６千円

                   ２６０５万４千円
        １５億２８０７万１千円
                   ９１５０万８千円
                  ２３１４万４千円
          ３億２２３３万５千円
１４１億４４６８万１千円

　　１２億１８０５万１千円
　　  ２億６１８５万７千円

 １４億７９９０万８千円

56億4100万円

32億900万円 27億1700万円 22億1800万円

59億3200万円
60億1500万円

53億3900万円
57億8300万円

１１5億2217万円

242億988万円

200億3910万円

241億2119万円

242億5531万円 244億1592万円

283億2500万円 280億9344万円

274億4090万円

189億6561万円

１１１億6628万円 １32億8514万円
１19億7667万円

１17億7793万円

１15億3193万円

１14億2261万円

98億2385万円

158億6900万円

183億4500万円 183億4700万円
154億8200万円 154億3500万円

154億5100万円150億4700万円
196億2100万円

162億4300万円

46億4300万円

【一般会計の歳入 (　) と市税 (　) の推移】

８年度　   10 年度　   15 年度 　  20 年度　   21 年度　   22 年度  　 23 年度　   24 年度　   25 年度

会
は
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
の

と
お
り
認
定
す
る
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

１5１億9797万円

合　計

合　計

平成 25 年度の
   決算の審査

答 答

答答

答

答 問 問問 問

問

問

意
見

提
案・

意
見

提
案・ －公債費ー

　借入金の返済額（利子含む）

のこと。公債費負担比率とは、

一般財源 （使い道が決められ

ていないお金） に占める返済

額の割合のことです。

Ｈ２４年度＝9.1 ㌫

Ｈ２５年度＝10.2 ㌫

答問



認定

続く市税の収入減
　効率的な財政運営を

可決

委  

員  

長
　
内
田
政
文

副
委
員
長
　
篠
塚
洋
三

＊
補
正
予
算
と
当
初
予
算
に
関
し
て
は
、
議
長
を
除
く
全
員（
21
人
）が
委
員
で
す
。

＊
決
算
に
関
し
て
は
、
議
長
と
議
会
選
出
の
監
査
委
員
１
人
を
除
く
全
員（
20
人
）が
委
員
で
す
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

意
見

提
案・

目
立
つ
多
額
の
工
事
費
補
正

　市
長
公
約
事
業
の
予
算
は
ど
こ
か
ら
？

し
て
い
る
部
分
な
ど
も
意
識
し

て
、
広
範
囲
に
捉
え
て
整
備
し

て
欲
し
い
。

　
　
農
地
中
間
管
理
事
業
の
主

　
　
な
内
容
は
。

　
　
農
林
公
社
か
ら
市
が
受
託

　
　
す
る
内
容
は
、
借
し
受
け

農
地
の
事
前
調
査
、
借
り
受
け

貸
し
付
け
の
交
渉
、契
約
締
結
、

相
談
業
務
な
ど
の
予
定
。
　

　
　
民
間
保
育
園
入
所
者
支
援

　
　
事
業
は
、
何
人
が
受
け
入

れ
可
能
に
な
る
の
か
。

　
　
４
法
人
で
合
計
１
８
０
人

　
　
の
増
員
が
図
れ
る
見
込

み
。

　
　
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防

　
　
接
種
の
助
成
内
容
は
。

　
　
今
年
度
は
75
歳
以
上
を
全

　
　
年
齢
で
実
施
し
、
１
人
あ

た
り
３
０
０
０
円
を
助
成
。

　
　
市
長
公
約
事
業
の
、
策
定

　
　
な
ど
の
予
算
が
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、
決
算
を
見
る
と
、

公
債
費
の
負
担
比
率
が
高
い
。

財
政
的
な
裏
づ
け
は
あ
る
の

か
。
構
想
が
大
き
す
ぎ
て
予
算

が
確
保
で
き
ず
、
実
現
で
き
な

い
と
い
っ
た
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
議
会
や
市
民
へ
説
明
し
た

上
で
事
業
を
進
め
て
欲
し
い
。

　
　
財
政
的
な
裏
づ
け
な
ど
も

　
　
含
め
て
、
ま
だ
資
料
が
ま

と
ま
っ
て
い
な
い
。

　
　
学
校
の
大
規
模
改
修
時
の

　
　
代
替
施
設
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
設
を
活
用
し
て
、
不
便
に

な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
欲

し
い
。

　討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
、
全
て
の
議
案
に
つ

い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し

た
。

平成 26 年度の
補正予算の審査

▲卜伝の郷運動公園多目的広場から見るスタジ
　アム。 スポーツのまち鹿嶋を象徴する存在だ。

鹿嶋市議会だより
平成 26 年 10 月 31 日発行7

続
く
市
税
の
収
入
減

　費
用
対
効
果
を
検
証
し
て
運
営
を

■
認
定
第
１
号
　
平
成
25
年
度
鹿
嶋
市

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て･･･

一
般
会
計
は
、
歳

入
が
２
７
４
億
４
０
９
０
万
１
千
円
。
歳

出
は
２
５
３
億
２
４
３
６
万
４
千
円
で

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
認
定
第
２
号
、
認
定
第
３

号
と
合
計
３
件
の
議
案
を
審
査
し
ま
し

た
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
委
員

【一般会計の款別の使い道】（千円未満四捨五入）

（千円未満四捨五入）【特別会計・企業会計の決算】

款 歳　出
議会費　　　　　　　 　２億１３９２万３千円　　　　
総務費 　　　　　　　２６億８２８７万８千円
民生費　　                      ８０億３１４４万３千円
衛生費　　                  　２４億３６６５万８千円
労働費　　　　　　　　　　　　　　４４万円
農林水産業費                  　４億８６６２万４千円
商工費　   　　               　１億７５２９万５千円
土木費　　　                   ２８億３３１２万５千円
消防費　　　                      ９億１１１０万７千円
教育費　　                  　３２億４２７５万５千円
災害復旧費　　              １９億２３９０万９千円
公債費　　　                  １８億３３５７万１千円
諸支出金　　　                  ５億５２６３万６千円
予備費　　　                                                         ０円
　　合　計　　　　 ２５３億２４３６万４千円

200

250 億円

150

100

基
金
残
高

　（貯
金
）
市
債
残
高

（
借
金
）

歳　入会　計 歳　出
８９億１３１２万 1 千円

４億５８０８万３千円
３３億７６４４万８千円

１７６３万７千円
 ４７０１万７千円

１６億３８７１万３千円
９６４１万８千円
３３５８万４千円

３億２２３３万５千円
１４９億３３５万６千円

１２億７５６１万円
２億４８１１万４千円

 １５億２３７２万４千円

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
神宮駅周辺北土地区画整理事業
平井東部土地区画整理事業
公共下水道
農業集落排水
墓　地
公共料金等集合支払

鹿島区域水道事業
大野区域水道事業

        ８４億７７４１万９千円
          ４億５７３９万３千円

        ３２億１５２５万１千円
                      ３５０万６千円

                   ２６０５万４千円
        １５億２８０７万１千円
                   ９１５０万８千円
                  ２３１４万４千円
          ３億２２３３万５千円
１４１億４４６８万１千円

　　１２億１８０５万１千円
　　  ２億６１８５万７千円

 １４億７９９０万８千円

56億4100万円

32億900万円 27億1700万円 22億1800万円

59億3200万円
60億1500万円

53億3900万円
57億8300万円

１１5億2217万円

242億988万円

200億3910万円

241億2119万円

242億5531万円 244億1592万円

283億2500万円 280億9344万円

274億4090万円

189億6561万円

１１１億6628万円 １32億8514万円
１19億7667万円

１17億7793万円

１15億3193万円

１14億2261万円

98億2385万円

158億6900万円

183億4500万円 183億4700万円
154億8200万円 154億3500万円

154億5100万円150億4700万円
196億2100万円

162億4300万円

46億4300万円

【一般会計の歳入 (　) と市税 (　) の推移】

８年度　   10 年度　   15 年度 　  20 年度　   21 年度　   22 年度  　 23 年度　   24 年度　   25 年度

会
は
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
の

と
お
り
認
定
す
る
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

１5１億9797万円

合　計

合　計

平成 25 年度の
   決算の審査
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こんなところに
使われました

こんなところに
使われました
こんなところに
使われました

決算クローズアップ！ 議
会
の
評
価
を
実
施

９
つ
の
事
業
で

こんなところに
使われました
こんなところに
使われました
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情
報
政
策
推
進
費

　
住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
や
各

種
事
務
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し

て
業
務
の
効
率
化
を
図
る
ほ

か
、
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
や
電
子
申
請
届
出
シ
ス
テ

ム
な
ど
住
民
の
利
便
性
を
高

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

27
年
10
月
か
ら
始
ま
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
で
は
、
役
所

内
の
連
携
を
深
め
、
総
合
的

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
可
能
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

　
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
の

　
鹿
嶋
市
の
敬
老
会
は
、
72
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
、
地
区
ご
と
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

の
参
加
者
は
、
対
象
者
数
９
９
６

５
人
の
41
・
７
％
に
あ
た
る
４
１

５
５
人
で
し
た
。

　
今
後
の
高
齢
者
数
の
増
加
を
予

測
す
る
と
、
現
在
の
取
り
組
み
を

継
続
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
考
え

ま
す
。
地
区
な
ど
の
負
担
軽
減
や

会
場
の
選
定
、
祝
い
品
の
あ
り
方

な
ど
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
た
め
、

改
善
と
し
ま
し
た
。

　
鹿
嶋
市
の
戦
没
者
数
は

８
４
５
人
、
遺
族
会
の
会

員
数
は
３
５
８
人
で
す
。

　
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参

加
者
は
年
々
減
少
し
て
い

る
た
め
、
式
典
の
実
施
方

法
に
つ
い
て
工
夫
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
。

　
現
在
、
１
０
１
の
区
で
行
政
委
員

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
文
書
の
配

布
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

実
際
の
役
割
は
定
め
ら
れ
て
い
る
業

務
以
上
に
拡
大
し
て
お
り
、
負
担
も

使った額　5,294 万 6 千円

使った額　2,213 万 3 千円

使った額
2,351 万 7 千円

強
化
と
あ
わ
せ
て
、
情
報
通

信
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術

な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
さ

ら
に
住
民
福
祉
の
向
上
を
目

指
す
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
へ
の
対
応
が
必
要
だ
と

し
て
、
拡
充
の
評
価
と
し
ま

し
た
。

大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
行
政
区
へ
の
加

入
率
を
高
め
て
い

く
た
め
に
報
酬
額

の
検
討
も
必
要
だ

と
考
え
、
拡
充
と

し
ま
し
た
。
　
　

　
　

戦
傷
者
・
遺
家
族
援
護
関
係
費

長
寿
を
た
た
え
る

事
業

行
政
委
員
経
費

一
般
市
民
も
出
席
し
や
す

い
よ
う
に
開
催
日
時
や
時

期
を
検
討
す
る
ほ
か
、
遺

族
会
の
意
向
も
確
認
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、

改
善
と
し
ま
し
た
。

▲毎年 10 月に開催される追悼式
▲いばらき電子申請 ・届出サー
　ビスのメニュー画面

▲今年度に配布依頼したものの一部。
　年間では 100 件近くも配布がある。

▲和やかに、 話も弾む敬老会

72
万
1
千
円

使
っ
た
額

評価の結果
拡充

評価の結果
拡充

評価の結果
改善

評価の結果
改善
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桜
ま
つ
り
、は
ま
な
す
ま
つ
り
、花
火
大
会
、

駅
前
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
事
業
を

行
い
、
鹿
嶋
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
市
民
生

活
の
潤
い
や
交
流
の
機
会
の
創
出
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
、
事
業
を
実
施
す
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
効
果
の
検
証
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
入
込
客
数
も
適
正
に
把
握
し
て
、

さ
ら
に
地
域
へ
の
経
済
効
果
に
つ
な
が
る
よ

う
、
事
業
の
実
施
場
所

や
時
期
、
実
施
方
法
を

再
検
討
す
る
こ
と
を
求

め
、
観
光
行
事
費
に
つ

い
て
は
、
改
善
の
評
価

と
し
ま
し
た
。

使った額（小・中あわせて）　

５億 7,203 万 8 千円

土
砂
対
策
経
費

観
光
行
事
費

災
害
対
策
経
費

　
小
、
中
学
校
の
校
舎
や
体
育
館
の

ト
イ
レ
を
洋
式
に
改
修
し
、
清
潔
な

環
境
に
改
善
し
た
り
、
教
室
内
に
扇

風
機
を
設
置
し
て
、
少
な
い

電
力
消
費
で
教
室
内
の
温
度

を
下
げ
、
熱
中
症
の
予
防
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
継
続
し
て
教
育

環
境
の
改
善
を
行
う
必
要
が

あ
る
た
め
、
継
続
と
評
価
し

ま
し
た
。

使った額　2,365 万 6 千円

使った額　422 万 2千円

使った額　1,179 万 6 千円

使った額　
1億 5,675 万 9 千円

　
園
児
の
熱
中
症
を
予
防
す
る
た

め
、
１
教
室
内
に
２
台
の
扇
風
機

の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
定
期
的
な
水
分
補

給
や
体
温
を
下
げ
る
た
め
の
工
夫

が
必
要
で
あ
り
、
今
後
も
施
設
の

整
備
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
し

て
、
評
価
結
果
は
改
善
と
な
り
ま

し
た
。

　
残
土
持
ち
込
み
の
未
然
防
止
や
早

期
発
見
の
た
め
に
、
定
期
的
な
パ
ト

ロ
ー
ル
や
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
重
点

監
視
を
継
続
的
に
行
っ
た
ほ
か
、
残

土
の
成
分
検
査
や
持
ち
込
み
禁
止
看

板
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
広

報
活
動
や
警
察
な
ど
と
の
連
携
を
強

化
し
て
違
法
行
為
の
防
止
に
努
め
、

安
心
、
安
全
な
生
活
環
境
を
守
る
た

め
、
継
続
の
評
価
と
し
ま
し
た
。

　
災
害
へ
の
対
応
と
し
て
、
津
波
や
土
砂
災
害
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
、
避
難
場
所
へ
の
誘
導
看
板
や
災
害

時
の
非
常
用
井
戸
の
設
置
の
ほ
か
、
防
災
倉
庫
は
中
古
品

も
活
用
し
て
整
備
す
る

な
ど
経
費
の
節
減
に
も

努
め
て
い
ま
す
。
特
に

予
防
対
策
に
重
点
を
置

い
た
施
策
を
充
実
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
た
め
、

拡
充
と
し
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業

幼
稚
園
施
設
管
理
費

▲12 月、 鹿島神宮駅前広場
　は、 幻想的な光に包まれる

▲

ピ
カ
ピ
カ
に
な
っ
た
ト
イ
レ
を

文
教
民
生
分
科
会
が
視
察
。

評価の結果
拡充

評価の結果
継続

評価の結果
継続

評価の結果
改善

評価の結果
改善

▲土砂災害ハザードマップは、 ７地
　区に分けられている。 自宅など
　にどんな注意が必要か、 確認し
　ておくと安心。

　予算決算常任委員会の各分科
会では、平成 25 年度の決算審査
として、事業の評価を行いまし
た。その結果をお知らせします。
　この評価結果が、新年度事業
に反映されます。
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保
育
の
質
・
食
の
安
全
が
守
ら
れ
た

事
業
運
営
を

【
文
教
民
生
分
科
会
】

■
議
案
第
68
号
　
鹿
嶋
市
特

定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例･･･

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
利
用

定
員
に
関
す
る
基
準
や
、
運

営
、
給
付
費
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
た
め
に
制
定
す
る

も
の
。
ほ
か
５
件
と
、
請
願

１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
決
算
の
審
査
の
前
に
、
扇

風
機
な
ど
を
設
置
し
た
は
ま

な
す
幼
稚
園
と
大
同
西
小
学

校
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
　
医
師
、
看
護
士
と
も
に

　
　
不
足
し
て
い
る
鹿
行
地

域
に
あ
っ
て
、
看
護
学
生
の

地
元
へ
の
就
職
状
況
は
。
ま

た
、
産
後
、
精
神
的
に
不
安

定
に
な
っ
た
母
親
の
虐
待
が

増
え
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に

防
ぐ
の
か
。

　
　
今
年
度
は
、
21
人
が
鹿

　
　
行
地
域
の
病
院
へ
就
職

し
た
。
人
材
確
保
に
向
け
て

学
校
へ
の
要
望
を
続
け
て
い

く
。
虐
待
防
止
策
に
つ
い
て

は
、
関
連
す
る
部
署
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
生

後
４
ヶ
月
未
満
の
乳
児
の
家

庭
は
戸
別
訪
問
を
し
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
の
割
合
で
把
握
し

▲審査の前に、 平成２３年１月に開園した私立
　ふたば保育園(大船津)を視察しました。

問

問

答

答

問

問問

答

答答

れ
る
注
射
は
、
研
修
を
受
け

た
保
育
士
や
職
員
が
直
ち
に

対
応
す
る
体
制
を
取
っ
て
い

て
、
小
規
模
型
保
育
や
地
域

型
保
育
事
業
の
民
間
施
設
で

も
、
同
じ
よ
う
に
対
応
す
る

よ
う
に
指
導
す
る
。

　
　
災
害
時
な
ど
の
避
難
手

　
　
段
や
衛
生
面
の
対
応
は
。

　
　
２
歳
児
ま
で
の
子
ど
も

　
　
さ
ん
は
、
避
難
車
で
の

避
難
を
行
う
。
研
修
に
よ
っ

て
職
員
の
意
識
の
向
上
を
図

る
ほ
か
、
各
種
の
災
害
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
に
努
め
て

い
る
。
衛
生
環
境
に
つ
い
て

は
、
保
育
所
感
染
症
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
に
基
づ
き
、
適
切

に
対
応
し
て
い
る
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
委
員
会
は
全
議
案
に
つ

い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま

し
た
。

て
い
る
。
虐
待
の
予
防
の
た

め
に
も
、
必
要
に
応
じ
て
心

の
ケ
ア
に
努
め
て
い
る
。

　
　
図
書
館
の
雑
誌
の
広
告

　
　
入
り
本
カ
バ
ー
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
。

　
　
企
業
が
購
入
し
た
雑
誌

　
　
に
、
企
業
が
作
っ
た
広

告
入
り
カ
バ
ー
を
か
け
て
利

用
し
て
い
る
も
の
。

　
　
民
生
委
員
の
報
酬
に
対

　
　
す
る
国
や
県
の
補
助
は

ど
れ
く
ら
い
か
。
な
り
手
が

い
な
い
状
況
へ
の
対
策
は
。

　
　（
民
生
委
員
は
無
報
酬
。

　
　
活
動
へ
の
補
助
金
と
し

て
）
市
と
県
で
５
万
６
０
０

０
円
ず
つ
を
負
担
し
て
い

る
。
担
当
地
区
や
件
数
な
ど

に
上
限
は
な
い
。
民
生
委
員

を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

い
る
先
進
地
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
調
査
研
究
し
て
い

き
た
い
。
　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
新
し
い
制
度
で
は
、
保

　
　
育
士
の
資
格
を
持
っ
た

人
が
保
育
に
あ
た
る
の
か
、

子
育
て
経
験
が
あ
る
人
を
準

保
育
士
な
ど
と
し
て
採
用
す

る
の
か
。
ま
た
、
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き

た
場
合
の
、
緊
急
的
な
注
射

の
対
応
な
ど
は
。

　
　
家
庭
的
保
育
事
業
で
は
、

　
　
市
が
実
施
す
る
研
修
を

修
了
し
た
保
育
士
ま
た
は
保

育
士
と
同
等
以
上
の
知
識
や

経
験
を
持
つ
と
市
長
が
認
め

た
者
を
配
置
で
き
る
と
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
小
規
模
保

育
事
業
Ｂ
型
な
ど
で
は
、
２

分
の
１
以
上
が
保
育
士
で
あ

る
こ
と
が
条
件
。
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
が
現
れ
た
と
き
に

使
用
す
る
エ
ピ
ペ
ン
と
呼
ば

アナフィラキシー ・ ショック･･･アレルギー反応の一つ。 呼吸困難など生命の危険な状態になることもある。

※
委
員
会
の
構
成
は
、
文
教
民
生

　
委
員
会
と
同
じ
で
す
。
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■
議
案
第
71
号
　
鹿
嶋
市
附
属
機

関
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例･･･

市
の
附
属
機
関
と
し

て
、
い
じ
め
重
大
事
態
調
査
委
員

会
及
び
小
中
学
校
通
学
区
域
再
編

成
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
た
め
、

ま
た
、
障
が
い
児
就
学
指
導
委
員

会
に
つ
い
て
名
称
を
教
育
支
援
委

員
会
に
改
め
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

　
　
い
じ
め
重
大
事
態
調
査
委
員

　
　
会
の
開
催
は
教
育
委
員
会
か

ら
話
が
あ
っ
た
時
だ
け
な
の
か
。

　
　
教
育
委
員
会
か
ら
市
長
に
報

　
　
告
が
あ
っ
た
時
だ
け
開
催
し
、

通
常
の
い
じ
め
対
応
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
で
行
う
。

　
　
学
区
の
再
編
成
は
デ
リ
ケ
ー

　
　
ト
な
問
題
。
対
象
は
市
内
全

域
な
の
か
、
一
部
な
の
か
。
ま
た
、

改
正
年
度
の
目
標
は
い
つ
か
。

【
総
務
企
画
分
科
会
】

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
市
内
全
域
を
対
象
に
、
平
成

　
　
28
年
度
を
目
標
に
し
て
い
る
。

■
議
案
第
79
号
　
和
解
に
つ
い
て･･･

平
成
25
年
５
月
３
日
か
ら
同
年
５

月
15
日
ま
で
の
間
に
、
市
役
所
公

用
車
駐
車
場
に
お
い
て
発
生
し
た

公
用
車
の
器
物
損
壊
事
件
に
関
す

る
和
解
。

　
　
器
物
損
壊
事
件
は
な
ぜ
起
き

　
　
た
の
か
。

　
　
親
族
の
支
援
や
自
動
車
の
所

　
　
有
等
で
生
活
保
護
が
認
定
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
動
機
で
あ
る
。

　　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
全
議
案
に
つ
い
て
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　

　
　

　
　
ま
ち
づ
く
り
市
民
討
議
会
で

　
　
は
、
こ
れ
ま
で
に
ど
ん
な
提

案
が
あ
っ
た
か
。

　
　
昨
年
度
は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

　
　
地
域
活
動
を
テ
ー
マ
に
、
く

じ
引
き
の
あ
る
楽
し
い
回
覧
板
や

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
導
入
、
海

岸
一
斉
清
掃
で
の
婚
活
事
業
な
ど

が
提
案
さ
れ
た
が
、
実
施
さ
れ
た

も
の
は
ま
だ
な
い
。

　
　
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
を
活
性
化

　
　
さ
せ
る
に
は
、
鹿
島
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
駅
を
常
時
乗
り

降
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

　
　
駅
を
管
轄
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本

　
　
㈱
千
葉
支
社
か
ら
は
周
辺
一

帯
の
利
便
性
が
問
わ
れ
て
お
り
、

大
変
厳
し
い
状
況
。
ス
タ
ジ
ア
ム

周
辺
の
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
化
事

業
が
具
体
化
し
た
際
に
、
改
め
て

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
市
民
活
動
保
険
は
誰
が
対
象

　
　
に
な
る
の
か
。

　
　
公
益
活
動
中
の
ス
タ
ッ
フ
が

　
　
対
象
で
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

お
け
る
一
般
参
加
者
は
対
象
で
は

な
い
。

　
　
中
国
塩
城
市
と
の
国
際
交
流

　
　
は
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
友
好
都
市
と
な
っ
て
か
ら
今

　
　
年
で
12
年
を
迎
え
る
。
交
流

の
糸
は
切
れ
て
い
な
い
。
国
の
関

係
は
良
好
と
は
言
え
な
い
が
、
関

係
団
体
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら

今
後
の
交
流
に
つ
い
て
判
断
し
て

い
き
た
い
。

オープンガーデン･･･個人の庭を一定期間、 一般の人に公開する活動のこと。

▲鹿島サッカースタジアム駅の常時乗降化を
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、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

　
　
い
じ
め
重
大
事
態
調
査
委
員

　
　
会
の
開
催
は
教
育
委
員
会
か

ら
話
が
あ
っ
た
時
だ
け
な
の
か
。

　
　
教
育
委
員
会
か
ら
市
長
に
報

　
　
告
が
あ
っ
た
時
だ
け
開
催
し
、

通
常
の
い
じ
め
対
応
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
で
行
う
。

　
　
学
区
の
再
編
成
は
デ
リ
ケ
ー

　
　
ト
な
問
題
。
対
象
は
市
内
全

域
な
の
か
、
一
部
な
の
か
。
ま
た
、

改
正
年
度
の
目
標
は
い
つ
か
。

【
総
務
企
画
分
科
会
】

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
市
内
全
域
を
対
象
に
、
平
成

　
　
28
年
度
を
目
標
に
し
て
い
る
。

■
議
案
第
79
号
　
和
解
に
つ
い
て･･･

平
成
25
年
５
月
３
日
か
ら
同
年
５
月

15
日
ま
で
の
間
に
、
市
役
所
公
用

車
駐
車
場
に
お
い
て
発
生
し
た
公

用
車
の
器
物
損
壊
事
件
に
関
す
る

和
解
。

　
　
器
物
損
壊
事
件
は
な
ぜ
起
き

　
　
た
の
か
。

　
　
親
族
の
支
援
や
自
動
車
の
所

　
　
有
等
で
生
活
保
護
が
認
定
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
動
機
で
あ
る
。

　　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
全
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　

　
　

　
　
ま
ち
づ
く
り
市
民
討
議
会
で

　
　
は
、
こ
れ
ま
で
に
ど
ん
な
提

案
が
あ
っ
た
か
。

　
　
昨
年
度
は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

　
　
地
域
活
動
を
テ
ー
マ
に
、
く

じ
引
き
の
あ
る
楽
し
い
回
覧
板
や

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
導
入
、
海

岸
一
斉
清
掃
で
の
婚
活
事
業
な
ど

が
提
案
さ
れ
た
が
、
実
施
さ
れ
た

も
の
は
ま
だ
な
い
。

　
　
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
を
活
性
化

　
　
さ
せ
る
に
は
、
鹿
島
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
駅
を
常
時
乗
り

降
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

　
　
駅
を
管
轄
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本

　
　
㈱
千
葉
支
社
か
ら
は
周
辺
一

帯
の
利
便
性
が
問
わ
れ
て
お
り
、

大
変
厳
し
い
状
況
。
ス
タ
ジ
ア
ム

周
辺
の
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
化
事

業
が
具
体
化
し
た
際
に
、
改
め
て

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
市
民
活
動
保
険
は
誰
が
対
象

　
　
に
な
る
の
か
。

　
　
公
益
活
動
中
の
ス
タ
ッ
フ
が

　
　
対
象
で
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

お
け
る
一
般
参
加
者
は
対
象
で
は

な
い
。

　
　
中
国
塩
城
市
と
の
国
際
交
流

　
　
は
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
友
好
都
市
と
な
っ
て
か
ら
今

　
　
年
で
12
年
を
迎
え
る
。
交
流

の
糸
は
切
れ
て
い
な
い
。
国
の
関

係
は
良
好
と
は
言
え
な
い
が
、
関

係
団
体
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら

今
後
の
交
流
に
つ
い
て
判
断
し
て

い
き
た
い
。
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●
委
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長
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保
育
の
質
・
食
の
安
全
が
守
ら
れ
た

事
業
運
営
を

【
文
教
民
生
分
科
会
】

■
議
案
第
68
号
　
鹿
嶋
市
特

定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例･･･

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
利
用

定
員
に
関
す
る
基
準
や
、
運

営
、
給
付
費
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
た
め
に
制
定
す
る

も
の
。
ほ
か
５
件
と
、
請
願

１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
決
算
の
審
査
の
前
に
、
扇

風
機
な
ど
を
設
置
し
た
は
ま

な
す
幼
稚
園
と
大
同
西
小
学

校
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
　
医
師
、
看
護
士
と
も
に

　
　
不
足
し
て
い
る
鹿
行
地

域
に
あ
っ
て
、
看
護
学
生
の

地
元
へ
の
就
職
状
況
は
。
ま

た
、
産
後
、
精
神
的
に
不
安

定
に
な
っ
た
母
親
の
虐
待
が

増
え
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に

防
ぐ
の
か
。

　
　
今
年
度
は
、
21
人
が
鹿

　
　
行
地
域
の
病
院
へ
就
職

し
た
。
人
材
確
保
に
向
け
て

学
校
へ
の
要
望
を
続
け
て
い

く
。
虐
待
防
止
策
に
つ
い
て

は
、
関
連
す
る
部
署
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
生

後
４
ヶ
月
未
満
の
乳
児
の
家

庭
は
戸
別
訪
問
を
し
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
の
割
合
で
把
握
し

▲審査の前に、 平成２３年１月に開園した私立
　ふたば保育園(大船津)を視察しました。

問

問

答

答

問

問問

答

答答

れ
る
注
射
は
、
研
修
を
受
け

た
保
育
士
や
職
員
が
直
ち
に

対
応
す
る
体
制
を
取
っ
て
い

て
、
小
規
模
型
保
育
や
地
域

型
保
育
事
業
の
民
間
施
設
で

も
、
同
じ
よ
う
に
対
応
す
る

よ
う
に
指
導
す
る
。

　
　
災
害
時
な
ど
の
避
難
手

　
　
段
や
衛
生
面
の
対
応
は
。

　
　
２
歳
児
ま
で
の
子
ど
も

　
　
さ
ん
は
、
避
難
車
で
の

避
難
を
行
う
。
研
修
に
よ
っ

て
職
員
の
意
識
の
向
上
を
図

る
ほ
か
、
各
種
の
災
害
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
に
努
め
て

い
る
。
衛
生
環
境
に
つ
い
て

は
、
保
育
所
感
染
症
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
に
基
づ
き
、
適
切

に
対
応
し
て
い
る
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
委
員
会
は
全
議
案
に
つ

い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま

し
た
。

て
い
る
。
虐
待
の
予
防
の
た

め
に
も
、
必
要
に
応
じ
て
心

の
ケ
ア
に
努
め
て
い
る
。

　
　
図
書
館
の
雑
誌
の
広
告

　
　
入
り
本
カ
バ
ー
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
。

　
　
企
業
が
購
入
し
た
雑
誌

　
　
に
、
企
業
が
作
っ
た
広

告
入
り
カ
バ
ー
を
か
け
て
利

用
し
て
い
る
も
の
。

　
　
民
生
委
員
の
報
酬
に
対

　
　
す
る
国
や
県
の
補
助
は

ど
れ
く
ら
い
か
。
な
り
手
が

い
な
い
状
況
へ
の
対
策
は
。

　
　（
民
生
委
員
は
無
報
酬
。

　
　
活
動
へ
の
補
助
金
と
し

て
）
市
と
県
で
５
万
６
０
０

０
円
ず
つ
を
負
担
し
て
い

る
。
担
当
地
区
や
件
数
な
ど

に
上
限
は
な
い
。
民
生
委
員

を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

い
る
先
進
地
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
調
査
研
究
し
て
い

き
た
い
。
　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
新
し
い
制
度
で
は
、
保

　
　
育
士
の
資
格
を
持
っ
た

人
が
保
育
に
あ
た
る
の
か
、

子
育
て
経
験
が
あ
る
人
を
準

保
育
士
な
ど
と
し
て
採
用
す

る
の
か
。
ま
た
、
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き

た
場
合
の
、
緊
急
的
な
注
射

の
対
応
な
ど
は
。

　
　
家
庭
的
保
育
事
業
で
は
、

　
　
市
が
実
施
す
る
研
修
を

修
了
し
た
保
育
士
ま
た
は
保

育
士
と
同
等
以
上
の
知
識
や

経
験
を
持
つ
と
市
長
が
認
め

た
者
を
配
置
で
き
る
と
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
小
規
模
保

育
事
業
Ｂ
型
な
ど
で
は
、
２

分
の
１
以
上
が
保
育
士
で
あ

る
こ
と
が
条
件
。
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
が
現
れ
た
と
き
に

使
用
す
る
エ
ピ
ペ
ン
と
呼
ば

アナフィラキシー ・ ショック･･･アレルギー反応の一つ。 呼吸困難など生命の危険な状態になることもある。

※

委
員
会
の
構
成
は
、
文
教
民
生

　
委
員
会
と
同
じ
で
す
。
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■
議
案
第
71
号
　
鹿
嶋
市
附
属
機

関
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例･･･

市
の
附
属
機
関
と
し

て
、
い
じ
め
重
大
事
態
調
査
委
員

会
及
び
小
中
学
校
通
学
区
域
再
編

成
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
た
め
、

ま
た
、
障
が
い
児
就
学
指
導
委
員

会
に
つ
い
て
名
称
を
教
育
支
援
委

員
会
に
改
め
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

　
　
い
じ
め
重
大
事
態
調
査
委
員

　
　
会
の
開
催
は
教
育
委
員
会
か

ら
話
が
あ
っ
た
時
だ
け
な
の
か
。

　
　
教
育
委
員
会
か
ら
市
長
に
報

　
　
告
が
あ
っ
た
時
だ
け
開
催
し
、

通
常
の
い
じ
め
対
応
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
で
行
う
。

　
　
学
区
の
再
編
成
は
デ
リ
ケ
ー

　
　
ト
な
問
題
。
対
象
は
市
内
全

域
な
の
か
、
一
部
な
の
か
。
ま
た
、

改
正
年
度
の
目
標
は
い
つ
か
。

【
総
務
企
画
分
科
会
】

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
市
内
全
域
を
対
象
に
、
平
成

　
　
28
年
度
を
目
標
に
し
て
い
る
。

■
議
案
第
79
号
　
和
解
に
つ
い
て･･･

平
成
25
年
５
月
３
日
か
ら
同
年
５

月
15
日
ま
で
の
間
に
、
市
役
所
公

用
車
駐
車
場
に
お
い
て
発
生
し
た

公
用
車
の
器
物
損
壊
事
件
に
関
す

る
和
解
。

　
　
器
物
損
壊
事
件
は
な
ぜ
起
き

　
　
た
の
か
。

　
　
親
族
の
支
援
や
自
動
車
の
所

　
　
有
等
で
生
活
保
護
が
認
定
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
動
機
で
あ
る
。

　　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
全
議
案
に
つ
い
て
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　

　
　

　
　
ま
ち
づ
く
り
市
民
討
議
会
で

　
　
は
、
こ
れ
ま
で
に
ど
ん
な
提

案
が
あ
っ
た
か
。

　
　
昨
年
度
は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

　
　
地
域
活
動
を
テ
ー
マ
に
、
く

じ
引
き
の
あ
る
楽
し
い
回
覧
板
や

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
導
入
、
海

岸
一
斉
清
掃
で
の
婚
活
事
業
な
ど

が
提
案
さ
れ
た
が
、
実
施
さ
れ
た

も
の
は
ま
だ
な
い
。

　
　
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
を
活
性
化

　
　
さ
せ
る
に
は
、
鹿
島
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
駅
を
常
時
乗
り

降
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

　
　
駅
を
管
轄
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本

　
　
㈱
千
葉
支
社
か
ら
は
周
辺
一

帯
の
利
便
性
が
問
わ
れ
て
お
り
、

大
変
厳
し
い
状
況
。
ス
タ
ジ
ア
ム

周
辺
の
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
化
事

業
が
具
体
化
し
た
際
に
、
改
め
て

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
市
民
活
動
保
険
は
誰
が
対
象

　
　
に
な
る
の
か
。

　
　
公
益
活
動
中
の
ス
タ
ッ
フ
が

　
　
対
象
で
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

お
け
る
一
般
参
加
者
は
対
象
で
は

な
い
。

　
　
中
国
塩
城
市
と
の
国
際
交
流

　
　
は
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
友
好
都
市
と
な
っ
て
か
ら
今

　
　
年
で
12
年
を
迎
え
る
。
交
流

の
糸
は
切
れ
て
い
な
い
。
国
の
関

係
は
良
好
と
は
言
え
な
い
が
、
関

係
団
体
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら

今
後
の
交
流
に
つ
い
て
判
断
し
て

い
き
た
い
。

オープンガーデン･･･個人の庭を一定期間、 一般の人に公開する活動のこと。
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保
育
の
質
・
食
の
安
全
が
守
ら
れ
た

事
業
運
営
を
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文
教
民
生
分
科
会
】
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市
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育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例･･･

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
利
用

定
員
に
関
す
る
基
準
や
、
運

営
、
給
付
費
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
た
め
に
制
定
す
る

も
の
。
ほ
か
５
件
と
、
請
願

１
件
を
審
査
し
ま
し
た
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決
算
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審
査
の
前
に
、
扇

風
機
な
ど
を
設
置
し
た
は
ま

な
す
幼
稚
園
と
大
同
西
小
学

校
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
　
医
師
、
看
護
士
と
も
に

　
　
不
足
し
て
い
る
鹿
行
地

域
に
あ
っ
て
、
看
護
学
生
の

地
元
へ
の
就
職
状
況
は
。
ま

た
、
産
後
、
精
神
的
に
不
安

定
に
な
っ
た
母
親
の
虐
待
が

増
え
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に

防
ぐ
の
か
。

　
　
今
年
度
は
、
21
人
が
鹿

　
　
行
地
域
の
病
院
へ
就
職

し
た
。
人
材
確
保
に
向
け
て

学
校
へ
の
要
望
を
続
け
て
い

く
。
虐
待
防
止
策
に
つ
い
て

は
、
関
連
す
る
部
署
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
生

後
４
ヶ
月
未
満
の
乳
児
の
家

庭
は
戸
別
訪
問
を
し
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
の
割
合
で
把
握
し

▲審査の前に、 平成２３年１月に開園した私立
　ふたば保育園(大船津)を視察しました。
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れ
る
注
射
は
、
研
修
を
受
け

た
保
育
士
や
職
員
が
直
ち
に

対
応
す
る
体
制
を
取
っ
て
い

て
、
小
規
模
型
保
育
や
地
域

型
保
育
事
業
の
民
間
施
設
で

も
、
同
じ
よ
う
に
対
応
す
る

よ
う
に
指
導
す
る
。

　
　
災
害
時
な
ど
の
避
難
手

　
　
段
や
衛
生
面
の
対
応
は
。

　
　
２
歳
児
ま
で
の
子
ど
も

　
　
さ
ん
は
、
避
難
車
で
の

避
難
を
行
う
。
研
修
に
よ
っ

て
職
員
の
意
識
の
向
上
を
図

る
ほ
か
、
各
種
の
災
害
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
に
努
め
て

い
る
。
衛
生
環
境
に
つ
い
て

は
、
保
育
所
感
染
症
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
に
基
づ
き
、
適
切

に
対
応
し
て
い
る
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
委
員
会
は
全
議
案
に
つ

い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま

し
た
。

て
い
る
。
虐
待
の
予
防
の
た

め
に
も
、
必
要
に
応
じ
て
心

の
ケ
ア
に
努
め
て
い
る
。

　
　
図
書
館
の
雑
誌
の
広
告

　
　
入
り
本
カ
バ
ー
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
。

　
　
企
業
が
購
入
し
た
雑
誌

　
　
に
、
企
業
が
作
っ
た
広

告
入
り
カ
バ
ー
を
か
け
て
利

用
し
て
い
る
も
の
。

　
　
民
生
委
員
の
報
酬
に
対

　
　
す
る
国
や
県
の
補
助
は

ど
れ
く
ら
い
か
。
な
り
手
が

い
な
い
状
況
へ
の
対
策
は
。

　
　（
民
生
委
員
は
無
報
酬
。

　
　
活
動
へ
の
補
助
金
と
し

て
）
市
と
県
で
５
万
６
０
０

０
円
ず
つ
を
負
担
し
て
い

る
。
担
当
地
区
や
件
数
な
ど

に
上
限
は
な
い
。
民
生
委
員

を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

い
る
先
進
地
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
調
査
研
究
し
て
い

き
た
い
。
　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
新
し
い
制
度
で
は
、
保

　
　
育
士
の
資
格
を
持
っ
た

人
が
保
育
に
あ
た
る
の
か
、

子
育
て
経
験
が
あ
る
人
を
準

保
育
士
な
ど
と
し
て
採
用
す

る
の
か
。
ま
た
、
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き

た
場
合
の
、
緊
急
的
な
注
射

の
対
応
な
ど
は
。

　
　
家
庭
的
保
育
事
業
で
は
、

　
　
市
が
実
施
す
る
研
修
を

修
了
し
た
保
育
士
ま
た
は
保

育
士
と
同
等
以
上
の
知
識
や

経
験
を
持
つ
と
市
長
が
認
め

た
者
を
配
置
で
き
る
と
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
小
規
模
保

育
事
業
Ｂ
型
な
ど
で
は
、
２

分
の
１
以
上
が
保
育
士
で
あ

る
こ
と
が
条
件
。
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
が
現
れ
た
と
き
に

使
用
す
る
エ
ピ
ペ
ン
と
呼
ば

アナフィラキシー ・ ショック･･･アレルギー反応の一つ。 呼吸困難など生命の危険な状態になることもある。

※

委
員
会
の
構
成
は
、
文
教
民
生

　
委
員
会
と
同
じ
で
す
。
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こ
と
が
条
件
。
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使
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や
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運
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、
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を
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た
め
に
制
定
す
る

も
の
。
ほ
か
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件
と
、
請
願
１

件
を
審
査
し
ま
し
た
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決
算
の
審
査
の
前
に
、
扇
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設
置
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た
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な
す
幼
稚
園
と
大
同
西
小
学

校
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
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。

　
　
医
師
、
看
護
士
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も
に

　
　
不
足
し
て
い
る
鹿
行
地

域
に
あ
っ
て
、
看
護
学
生
の

地
元
へ
の
就
職
状
況
は
。
ま

た
、
産
後
、
精
神
的
に
不
安

定
に
な
っ
た
母
親
の
虐
待
が

増
え
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に

防
ぐ
の
か
。

　
　
今
年
度
は
、
21
人
が
鹿

　
　
行
地
域
の
病
院
へ
就
職

し
た
。
人
材
確
保
に
向
け
て

学
校
へ
の
要
望
を
続
け
て
い

く
。
虐
待
防
止
策
に
つ
い
て

は
、
関
連
す
る
部
署
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
生

後
４
か
月
未
満
の
乳
児
の
家

庭
は
戸
別
訪
問
を
し
、
ほ
ぼ

１
０
０
㌫
の
割
合
で
把
握
し

れ
る
注
射
は
、
研
修
を
受
け

た
保
育
士
や
職
員
が
直
ち
に

対
応
す
る
体
制
を
取
っ
て
い

て
、
小
規
模
型
保
育
や
地
域

型
保
育
事
業
の
民
間
施
設
で

も
、
同
じ
よ
う
に
対
応
す
る

よ
う
に
指
導
す
る
。
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害
時
な
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手
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。
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用
す

る
の
か
。
ま
た
、
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き

た
場
合
の
、
緊
急
的
な
注
射

の
対
応
な
ど
は
。

　
　
家
庭
的
保
育
事
業
で
は
、

　
　
市
が
実
施
す
る
研
修
を

修
了
し
た
保
育
士
ま
た
は
保

育
士
と
同
等
以
上
の
知
識
や

経
験
を
有
す
る
と
市
長
が
認

め
た
者
を
配
置
で
き
る
と
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
小
規
模

保
育
事
業
Ｂ
型
な
ど
で
は
、

２
分
の
１
以
上
が
保
育
士
で

あ
る
こ
と
が
条
件
。
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
が
現
れ
た
と
き
に

使
用
す
る
エ
ピ
ペ
ン
と
呼
ば

※

委
員
会
の
構
成
は
、
文
教
民
生

　
委
員
会
と
同
じ
で
す
。

委  

員  

長
　池
田
芳
範

副
委
員
長
　宇
田
一
男

（
委
員
）

大
鷲
　栄
　内
田
政
文

坂
本
仙
一
　立
原
弘
一

小
古
井
芳
一

【
文
教
民
生
分
科
会
】

■
議
案
第
68
号
　
鹿
嶋
市
特

定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例･･･

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
利
用

定
員
に
関
す
る
基
準
や
、
運

営
、
給
付
費
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
た
め
に
制
定
す
る

も
の
。
ほ
か
５
件
と
、
請
願
１

件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
決
算
の
審
査
の
前
に
、
扇

風
機
な
ど
を
設
置
し
た
は
ま

な
す
幼
稚
園
と
大
同
西
小
学

校
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
　
医
師
、
看
護
士
と
も
に

　
　
不
足
し
て
い
る
鹿
行
地

域
に
あ
っ
て
、
看
護
学
生
の

地
元
へ
の
就
職
状
況
は
。
ま

た
、
産
後
、
精
神
的
に
不
安

定
に
な
っ
た
母
親
の
虐
待
が

増
え
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に

防
ぐ
の
か
。

　
　
今
年
度
は
、
21
人
が
鹿

　
　
行
地
域
の
病
院
へ
就
職

し
た
。
人
材
確
保
に
向
け
て

学
校
へ
の
要
望
を
続
け
て
い

く
。
虐
待
防
止
策
に
つ
い
て

は
、
関
連
す
る
部
署
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
生

後
４
か
月
未
満
の
乳
児
の
家

庭
は
戸
別
訪
問
を
し
、
ほ
ぼ

１
０
０
㌫
の
割
合
で
把
握
し

れ
る
注
射
は
、
研
修
を
受
け

た
保
育
士
や
職
員
が
直
ち
に

対
応
す
る
体
制
を
取
っ
て
い

て
、
小
規
模
型
保
育
や
地
域

型
保
育
事
業
の
民
間
施
設
で

も
、
同
じ
よ
う
に
対
応
す
る

よ
う
に
指
導
す
る
。

　
　
災
害
時
な
ど
の
避
難
手

　
　
段
や
衛
生
面
の
対
応
は
。

　
　
２
歳
児
ま
で
の
子
ど
も

　
　
さ
ん
は
、
避
難
車
で
の

避
難
を
行
う
。
研
修
に
よ
っ

て
職
員
の
意
識
の
向
上
を
図

る
ほ
か
、
各
種
の
災
害
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
に
努
め
て

い
る
。
衛
生
環
境
に
つ
い
て

は
、
保
育
所
感
染
症
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
に
基
づ
き
、
適
切

に
対
応
し
て
い
る
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
委
員
会
は
全
議
案
に
つ

い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま

し
た
。

て
い
る
。
虐
待
の
予
防
の
た

め
に
も
、
必
要
に
応
じ
て
心

の
ケ
ア
に
努
め
て
い
る
。

　
　
図
書
館
の
雑
誌
の
広
告

　
　
入
り
本
カ
バ
ー
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
。

　
　
企
業
が
提
供
し
て
く
れ

　
　
る
雑
誌
に
、
企
業
が

作
っ
た
広
告
入
り
カ
バ
ー
を

か
け
て
利
用
し
て
い
る
も
の
。

　
　
民
生
委
員
の
報
酬
に
対

　
　
す
る
国
や
県
の
補
助
は

ど
れ
く
ら
い
か
。
な
り
手
が

い
な
い
状
況
へ
の
対
策
は
。

　
　（
民
生
委
員
は
無
報
酬
。

　
　
活
動
へ
の
補
助
金
と
し

て
）
市
と
県
で
５
万
６
０
０

０
円
ず
つ
を
負
担
し
て
い

る
。
担
当
地
区
や
件
数
な
ど

に
上
限
は
な
い
。
民
生
委
員

を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

い
る
先
進
地
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
調
査
研
究
し
て
い

き
た
い
。
　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
新
し
い
制
度
で
は
、
保

　
　
育
士
の
資
格
を
持
っ
た

人
が
保
育
に
あ
た
る
の
か
、

子
育
て
経
験
が
あ
る
人
を
準

保
育
士
な
ど
と
し
て
採
用
す

る
の
か
。
ま
た
、
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き

た
場
合
の
、
緊
急
的
な
注
射

の
対
応
な
ど
は
。

　
　
家
庭
的
保
育
事
業
で
は
、

　
　
市
が
実
施
す
る
研
修
を

修
了
し
た
保
育
士
ま
た
は
保

育
士
と
同
等
以
上
の
知
識
や

経
験
を
有
す
る
と
市
長
が
認

め
た
者
を
配
置
で
き
る
と
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
小
規
模

保
育
事
業
Ｂ
型
な
ど
で
は
、

２
分
の
１
以
上
が
保
育
士
で

あ
る
こ
と
が
条
件
。
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
が
現
れ
た
と
き
に

使
用
す
る
エ
ピ
ペ
ン
と
呼
ば

※

委
員
会
の
構
成
は
、
文
教
民
生

　
委
員
会
と
同
じ
で
す
。

委  

員  

長
　池
田
芳
範

副
委
員
長
　宇
田
一
男

（
委
員
）

大
鷲
　栄
　内
田
政
文

坂
本
仙
一
　立
原
弘
一

小
古
井
芳
一

【
文
教
民
生
分
科
会
】

■
議
案
第
68
号
　
鹿
嶋
市
特

定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例･･･

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
利
用

定
員
に
関
す
る
基
準
や
、
運

営
、
給
付
費
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
た
め
に
制
定
す
る

も
の
。
ほ
か
５
件
と
、
請
願
１

件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
決
算
の
審
査
の
前
に
、
扇

風
機
な
ど
を
設
置
し
た
は
ま

な
す
幼
稚
園
と
大
同
西
小
学

校
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
　
医
師
、
看
護
士
と
も
に

　
　
不
足
し
て
い
る
鹿
行
地

域
に
あ
っ
て
、
看
護
学
生
の

地
元
へ
の
就
職
状
況
は
。
ま

た
、
産
後
、
精
神
的
に
不
安

定
に
な
っ
た
母
親
の
虐
待
が

増
え
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に

防
ぐ
の
か
。

　
　
今
年
度
は
、
21
人
が
鹿

　
　
行
地
域
の
病
院
へ
就
職

し
た
。
人
材
確
保
に
向
け
て

学
校
へ
の
要
望
を
続
け
て
い

く
。
虐
待
防
止
策
に
つ
い
て

は
、
関
連
す
る
部
署
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
生

後
４
か
月
未
満
の
乳
児
の
家

庭
は
戸
別
訪
問
を
し
、
ほ
ぼ

１
０
０
㌫
の
割
合
で
把
握
し

れ
る
注
射
は
、
研
修
を
受
け

た
保
育
士
や
職
員
が
直
ち
に

対
応
す
る
体
制
を
取
っ
て
い

て
、
小
規
模
型
保
育
や
地
域

型
保
育
事
業
の
民
間
施
設
で

も
、
同
じ
よ
う
に
対
応
す
る

よ
う
に
指
導
す
る
。

　
　
災
害
時
な
ど
の
避
難
手

　
　
段
や
衛
生
面
の
対
応
は
。

　
　
２
歳
児
ま
で
の
子
ど
も

　
　
さ
ん
は
、
避
難
車
で
の

避
難
を
行
う
。
研
修
に
よ
っ

て
職
員
の
意
識
の
向
上
を
図

る
ほ
か
、
各
種
の
災
害
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
に
努
め
て

い
る
。
衛
生
環
境
に
つ
い
て

は
、
保
育
所
感
染
症
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
に
基
づ
き
、
適
切

に
対
応
し
て
い
る
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
委
員
会
は
全
議
案
に
つ

い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま

し
た
。

て
い
る
。
虐
待
の
予
防
の
た

め
に
も
、
必
要
に
応
じ
て
心

の
ケ
ア
に
努
め
て
い
る
。

　
　
図
書
館
の
雑
誌
の
広
告

　
　
入
り
本
カ
バ
ー
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
。

　
　
企
業
が
提
供
し
て
く
れ

　
　
る
雑
誌
に
、
企
業
が

作
っ
た
広
告
入
り
カ
バ
ー
を

か
け
て
利
用
し
て
い
る
も
の
。

　
　
民
生
委
員
の
報
酬
に
対

　
　
す
る
国
や
県
の
補
助
は

ど
れ
く
ら
い
か
。
な
り
手
が

い
な
い
状
況
へ
の
対
策
は
。

　
　（
民
生
委
員
は
無
報
酬
。

　
　
活
動
へ
の
補
助
金
と
し

て
）
市
と
県
で
５
万
６
０
０

０
円
ず
つ
を
負
担
し
て
い

る
。
担
当
地
区
や
件
数
な
ど

に
上
限
は
な
い
。
民
生
委
員

を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

い
る
先
進
地
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
調
査
研
究
し
て
い

き
た
い
。
　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
新
し
い
制
度
で
は
、
保

　
　
育
士
の
資
格
を
持
っ
た

人
が
保
育
に
あ
た
る
の
か
、

子
育
て
経
験
が
あ
る
人
を
準

保
育
士
な
ど
と
し
て
採
用
す

る
の
か
。
ま
た
、
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き

た
場
合
の
、
緊
急
的
な
注
射

の
対
応
な
ど
は
。

　
　
家
庭
的
保
育
事
業
で
は
、

　
　
市
が
実
施
す
る
研
修
を

修
了
し
た
保
育
士
ま
た
は
保

育
士
と
同
等
以
上
の
知
識
や

経
験
を
有
す
る
と
市
長
が
認

め
た
者
を
配
置
で
き
る
と
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
小
規
模

保
育
事
業
Ｂ
型
な
ど
で
は
、

２
分
の
１
以
上
が
保
育
士
で

あ
る
こ
と
が
条
件
。
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
が
現
れ
た
と
き
に

使
用
す
る
エ
ピ
ペ
ン
と
呼
ば

※

委
員
会
の
構
成
は
、
文
教
民
生

　
委
員
会
と
同
じ
で
す
。



｢とびら｣ができるまで

水
質
の
検
査
は
受
水
槽
の
管
理
者
が
受
け
る

環
境
経
済
建
設
委
員
会

● 

委
員
会
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活
動 

●
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副
委
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長
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（
委
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裁
司
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口
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秀

問

問 問

問 答

問問

問問

答答

答答

答

答 答 ■
議
案
第
77
号
　
鹿
嶋
市
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■
議
案
第
78
号
　
鹿
嶋
市
大
野
区

域
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例･･･

地
域
主
権
改
革

一
括
法
に
よ
り
、
鹿
嶋
市
安
全
な

飲
料
水
の
確
保
に
関
す
る
条
例
が

施
行
さ
れ
た
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

　
　
改
正
の
理
由
が
一
括
法
に
よ

　
　
る
も
の
な
ら
、
４
月
の
時
点

で
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
か
。

　
　
本
来
は
３
月
ま
で
に
議
会
に

　
　
提
案
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
県
水
を
買
っ
て
い
る
市
町
村

　
　
の
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
水

の
検
査
等
は
免
除
さ
れ
る
の
か
。

　
　
県
か
ら
、
免
除
を
受
け
ら
れ

　
　
る
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

【
環
境
経
済
建
設
分
科
会
】

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
市
内
に
簡
易
水
道
は
あ
る
の

　
　
か
。

　
　
小
規
模
簡
易
専
用
水
道
は
鹿

　
　
島
区
域
に
25
件
、
大
野
区
域

は
０
件
で
あ
る
。
簡
易
専
用
水
道

は
鹿
島
61
件
、
大
野
５
件
で
あ
る
。

　
　
水
質
の
検
査
を
受
け
る
義
務

　
　
が
あ
る
の
は
、
管
理
し
て
い

る
人
か
。
そ
れ
と
も
市
役
所
か
、

事
業
者
か
。

　
　
検
査
を
受
け
る
の
は
受
水
槽

　
　
の
管
理
者
で
あ
る
。

　　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
両
議
案
に
つ
い
て
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　

　
決
算
の
審
査
の
前
に
、
木
滝
農

村
集
落
セ
ン
タ
ー
の
災
害
用
井
戸

と
鉢
形
地
区
の
備
蓄
品
倉
庫
の
現

地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
Ｒ
Ｄ
Ｆ
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ

　
　
た
ゴ
ミ
の
放
射
線
量
数
値
は

計
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
処
理
す
る
ま
で
溜
め
て
あ
る

　
　
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
計
測
し
て

い
な
い
。
早
急
に
確
認
す
る
。

　
　
観
光
事
業
を
や
っ
て
も
、
そ

　
　
の
成
果
や
効
果
を
検
証
し
て

い
な
い
。
組
織
か
ら
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

　
　
経
済
効
果
な
ど
を
ど
う
把
握

　
　
し
、
検
証
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
市
も
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

調
査
を
活
用
し
て
数
字
を
つ
か
ん

で
い
き
た
い
。

　
　
土
地
改
良
の
排
水
施
設
運
転

　
　
管
理
費
に
つ
い
て
、
機
場
は

稲
刈
り
が
終
わ
る
と
電
源
を
落
と

す
が
、
そ
れ
で
は
そ
の
後
に
台
風

※

委
員
会
の
構
成
は
、
環
境
経
済
建
設
委
員
会
と

　
同
じ
で
す
。

が
き
て
水
害
が
発
生
し
た
と
き
に

活
用
で
き
ず
、
機
場
も
水
没
す
る

危
険
が
あ
る
。
電
源
を
切
る
の
を

１
ヶ
月
延
期
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
鹿
島
共
同
再
資
源
化
セ
ン
タ

　
　
ー
で
は
、
焼
却
熱
を
利
用
し

た
発
電
が
さ
れ
て
、
売
電
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
市
の
事
業
全
般
的
に
言

え
る
が
、
決
算
の
審
査
時
に
は
、

補
助
金
を
出
し
て
終
了
で
は
な
く

て
、
費
用
対
効
果
が
こ
の
よ
う
に

上
が
っ
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
も
の
を
示
し
て
欲
し
い
。

　
　
セ
ン
タ
ー
で
の
売
電
は
行
っ

　
　
て
い
る
。

　
　
宮
中
地
区
の
活
性
化
は
、
思

　
　
い
切
っ
た
施
策
で
本
気
に

な
っ
て
や
ら
な
く
て
は
実
現
し
な

い
。
牛
久
市
を
実
際
に
見
れ
ば
、

参
考
に
な
る
と
思
う
が
。

　
　
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
、
取
り

　
　
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
取
り

入
れ
て
、
検
討
し
て
い
く
。

意
見

提
案・
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学
区
の
再
編
成
に
は
慎
重
な
取
り
組
み
を

総
務
企
画
委
員
会

● 

委
員
会
の
活
動 

●

10

委  

員  

長
　西
塚
保
男

副
委
員
長
　佐
藤
信
成
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委
員
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飯
塚
俊
雄
　根
崎
　彰
　

田
口
　茂
　桐
澤
い
づ
み

篠
塚
洋
三
　栗
林
京
子

委  

員  

長
　西
塚
保
男

副
委
員
長
　佐
藤
信
成

（
委
員
）

飯
塚
俊
雄
　
　田
口
　茂
　

桐
澤
い
づ
み
　篠
塚
洋
三
　

栗
林
京
子

問問

問

答

答答

問

問

問

問 答答 答

答

■
議
案
第
71
号
　
鹿
嶋
市
附
属
機

関
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例･･･

市
の
附
属
機
関
と
し

て
、
い
じ
め
重
大
事
態
調
査
委
員

会
及
び
小
中
学
校
通
学
区
域
再
編

成
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
た
め
、

ま
た
、
障
が
い
児
就
学
指
導
委
員

会
に
つ
い
て
名
称
を
教
育
支
援
委

員
会
に
改
め
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

　
　
い
じ
め
重
大
事
態
調
査
委
員

　
　
会
の
開
催
は
教
育
委
員
会
か

ら
話
が
あ
っ
た
時
だ
け
な
の
か
。

　
　
教
育
委
員
会
か
ら
市
長
に
報

　
　
告
が
あ
っ
た
時
だ
け
開
催
し
、

通
常
の
い
じ
め
対
応
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
で
行
う
。

　
　
学
区
の
再
編
成
は
デ
リ
ケ
ー

　
　
ト
な
問
題
。
対
象
は
市
内
全

域
な
の
か
、
一
部
な
の
か
。
ま
た
、

改
正
年
度
の
目
標
は
い
つ
か
。

【
総
務
企
画
分
科
会
】

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
市
内
全
域
を
対
象
に
、
平
成

　
　
28
年
度
を
目
標
に
し
て
い
る
。

■
議
案
第
79
号
　
和
解
に
つ
い
て･･･

平
成
25
年
５
月
３
日
か
ら
同
年
５

月
15
日
ま
で
の
間
に
、
市
役
所
公

用
車
駐
車
場
に
お
い
て
発
生
し
た

公
用
車
の
器
物
損
壊
事
件
に
関
す

る
和
解
。

　
　
器
物
損
壊
事
件
は
な
ぜ
起
き

　
　
た
の
か
。

　
　
親
族
の
支
援
や
自
動
車
の
所

　
　
有
等
で
生
活
保
護
が
認
定
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
動
機
で
あ
る
。

　　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
全
議
案
に
つ
い
て
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　

　
　

　
　
ま
ち
づ
く
り
市
民
討
議
会
で

　
　
は
、
こ
れ
ま
で
に
ど
ん
な
提

案
が
あ
っ
た
か
。

　
　
昨
年
度
は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

　
　
地
域
活
動
を
テ
ー
マ
に
、
く

じ
引
き
の
あ
る
楽
し
い
回
覧
板
や

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
導
入
、
海

岸
一
斉
清
掃
で
の
婚
活
事
業
な
ど

が
提
案
さ
れ
た
が
、
実
施
さ
れ
た

も
の
は
ま
だ
な
い
。

　
　
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
を
活
性
化

　
　
さ
せ
る
に
は
、
鹿
島
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
駅
を
常
時
乗
り

降
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

　
　
駅
を
管
轄
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本

　
　
㈱
千
葉
支
社
か
ら
は
周
辺
一

帯
の
利
便
性
が
問
わ
れ
て
お
り
、

大
変
厳
し
い
状
況
。
ス
タ
ジ
ア
ム

周
辺
の
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
化
事

業
が
具
体
化
し
た
際
に
、
改
め
て

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
市
民
活
動
保
険
は
誰
が
対
象

　
　
に
な
る
の
か
。

　
　
公
益
活
動
中
の
ス
タ
ッ
フ
が

　
　
対
象
で
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

お
け
る
一
般
参
加
者
は
対
象
で
は

な
い
。

　
　
中
国
塩
城
市
と
の
国
際
交
流

　
　
は
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
友
好
都
市
と
な
っ
て
か
ら
今

　
　
年
で
12
年
を
迎
え
る
。
交
流

の
糸
は
切
れ
て
い
な
い
。
国
の
関

係
は
良
好
と
は
言
え
な
い
が
、
関

係
団
体
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら

今
後
の
交
流
に
つ
い
て
判
断
し
て

い
き
た
い
。

オープンガーデン･･･個人の庭を一定期間、 一般の人に公開する活動のこと。

▲鹿島サッカースタジアム駅の常時乗降化を
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委  

員  

長
　小
池
み
よ
子

副
委
員
長
　出
頭
克
明

（
委
員
）

風
間
裁
司
　田
村
遠
渡
丸

内
山
　一
　河
津
　亨

山
口
哲
秀

■
議
案
第
77
号
　
鹿
嶋
市
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■
議
案
第
78
号
　
鹿
嶋
市
大
野
区

域
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例･

･
･

地
域
主
権
改
革

一
括
法
に
よ
り
、
鹿
嶋
市
安
全
な

飲
料
水
の
確
保
に
関
す
る
条
例
が

施
行
さ
れ
た
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

　
　
改
正
の
理
由
が
一
括
法
に
よ

　
　
る
も
の
な
ら
、
４
月
の
時
点

で
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
か
。

　
　
本
来
は
３
月
ま
で
に
議
会
に

　
　
提
案
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
県
水
を
買
っ
て
い
る
市
町
村

　
　
の
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
水

の
検
査
等
は
免
除
さ
れ
る
の
か
。

　
　
県
か
ら
、
免
除
を
受
け
ら
れ

　
　
る
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

【
環
境
経
済
建
設
分
科
会
】

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
市
内
に
簡
易
水
道
は
あ
る
の

　
　
か
。

　
　
小
規
模
簡
易
専
用
水
道
は
鹿

　
　
島
区
域
に
25
件
、
大
野
区
域

は
０
件
で
あ
る
。
簡
易
専
用
水
道

は
鹿
島
61
件
、
大
野
５
件
で
あ
る
。

　
　
水
質
の
検
査
を
受
け
る
義
務

　
　
が
あ
る
の
は
、
管
理
し
て
い

る
人
か
。
そ
れ
と
も
市
役
所
か
、

事
業
者
か
。

　
　
検
査
を
受
け
る
の
は
受
水
槽

　
　
の
管
理
者
で
あ
る
。

　　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
全
議
案
に
つ
い
て
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　

　
決
算
の
審
査
の
前
に
、
木
滝
農

村
集
落
セ
ン
タ
ー
の
災
害
用
井
戸

と
鉢
形
地
区
の
備
蓄
品
倉
庫
の
現

地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
Ｒ
Ｄ
Ｆ
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ

　
　
た
ゴ
ミ
の
放
射
線
量
数
値
は

計
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
処
理
す
る
ま
で
溜
め
て
あ
る

　
　
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
計
測
し
て

い
な
い
。
早
急
に
確
認
す
る
。

　
　
観
光
事
業
を
や
っ
て
も
、
そ

　
　
の
成
果
や
効
果
を
検
証
し
て

い
な
い
。
組
織
か
ら
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

　
　
経
済
効
果
な
ど
を
ど
う
把
握

　
　
し
、
検
証
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
市
も
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

調
査
を
活
用
し
て
数
字
を
つ
か
ん

で
い
き
た
い
。

　
　
土
地
改
良
の
排
水
施
設
運
転

　
　
管
理
費
に
つ
い
て
、
機
場
は

稲
刈
り
が
終
わ
る
と
電
源
を
落
と

す
が
、
そ
れ
で
は
そ
の
後
に
台
風

※

委
員
会
の
構
成
は
、
環
境
経
済
建
設
委
員
会
と

　
同
じ
で
す
。

が
き
て
水
害
が
発
生
し
た
と
き
に

活
用
で
き
ず
、
機
場
も
水
没
す
る

危
険
が
あ
る
。
電
源
を
切
る
の
を

１
か
月
延
期
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
鹿
島
共
同
再
資
源
化
セ
ン
タ
ー

　
　
で
は
、
焼
却
熱
を
利
用
し
た

発
電
が
さ
れ
て
、
売
電
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
ま
た
、
市
の
事
業
全
般
的
に
言

え
る
が
、
決
算
の
審
査
時
に
は
、

補
助
金
を
出
し
て
終
了
で
は
な
く

て
、
費
用
対
効
果
が
こ
の
よ
う
に

上
が
っ
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
も
の
を
示
し
て
欲
し
い
。

　
　
セ
ン
タ
ー
で
の
売
電
は
行
っ

　
　
て
い
る
。

　
　
宮
中
地
区
の
活
性
化
は
、
思

　
　
い
切
っ
た
施
策
で
本
気
に

な
っ
て
や
ら
な
く
て
は
実
現
し
な

い
。
牛
久
市
を
実
際
に
見
れ
ば
、

参
考
に
な
る
と
思
う
が
。

　
　
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
、
取
り

　
　
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
取
り

入
れ
て
、
検
討
し
て
い
く
。
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用
し
た

発
電
が
さ
れ
て
、
売
電
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
ま
た
、
市
の
事
業
全
般
的
に
言

え
る
が
、
決
算
の
審
査
時
に
は
、

補
助
金
を
出
し
て
終
了
で
は
な
く

て
、
費
用
対
効
果
が
こ
の
よ
う
に

上
が
っ
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
も
の
を
示
し
て
欲
し
い
。

　
　
セ
ン
タ
ー
で
の
売
電
は
行
っ

　
　
て
い
る
。

　
　
宮
中
地
区
の
活
性
化
は
、
思

　
　
い
切
っ
た
施
策
で
本
気
に

な
っ
て
や
ら
な
く
て
は
実
現
し
な

い
。
牛
久
市
を
実
際
に
見
れ
ば
、

参
考
に
な
る
と
思
う
が
。

　
　
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
、
取
り

　
　
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
取
り

入
れ
て
、
検
討
し
て
い
く
。

委  

員  

長
　小
池
み
よ
子

副
委
員
長
　出
頭
克
明

（
委
員
）

風
間
裁
司
　田
村
遠
渡
丸

内
山
　一
　河
津
　亨

山
口
哲
秀

■
議
案
第
77
号
　
鹿
嶋
市
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■
議
案
第
78
号
　
鹿
嶋
市
大
野
区

域
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例･

･
･

地
域
主
権
改
革

一
括
法
に
よ
り
、
鹿
嶋
市
安
全
な

飲
料
水
の
確
保
に
関
す
る
条
例
が

施
行
さ
れ
た
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

　
　
改
正
の
理
由
が
一
括
法
に
よ

　
　
る
も
の
な
ら
、
４
月
の
時
点

で
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
か
。

　
　
本
来
は
３
月
ま
で
に
議
会
に

　
　
提
案
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
県
水
を
買
っ
て
い
る
市
町
村

　
　
の
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
水

の
検
査
等
は
免
除
さ
れ
る
の
か
。

　
　
県
か
ら
、
免
除
を
受
け
ら
れ

　
　
る
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

【
環
境
経
済
建
設
分
科
会
】

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
市
内
に
簡
易
水
道
は
あ
る
の

　
　
か
。

　
　
小
規
模
簡
易
専
用
水
道
は
鹿

　
　
島
区
域
に
25
件
、
大
野
区
域

は
０
件
で
あ
る
。
簡
易
専
用
水
道

は
鹿
島
61
件
、
大
野
５
件
で
あ
る
。

　
　
水
質
の
検
査
を
受
け
る
義
務

　
　
が
あ
る
の
は
、
管
理
し
て
い

る
人
か
。
そ
れ
と
も
市
役
所
か
、

事
業
者
か
。

　
　
検
査
を
受
け
る
の
は
受
水
槽

　
　
の
管
理
者
で
あ
る
。

　　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
全
議
案
に
つ
い
て
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　

　
決
算
の
審
査
の
前
に
、
木
滝
農

村
集
落
セ
ン
タ
ー
の
災
害
用
井
戸

と
鉢
形
地
区
の
備
蓄
品
倉
庫
の
現

地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
Ｒ
Ｄ
Ｆ
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ

　
　
た
ゴ
ミ
の
放
射
線
量
数
値
は

計
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
処
理
す
る
ま
で
溜
め
て
あ
る

　
　
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
計
測
し
て

い
な
い
。
早
急
に
確
認
す
る
。

　
　
観
光
事
業
を
や
っ
て
も
、
そ

　
　
の
成
果
や
効
果
を
検
証
し
て

い
な
い
。
組
織
か
ら
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

　
　
経
済
効
果
な
ど
を
ど
う
把
握

　
　
し
、
検
証
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
市
も
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

調
査
を
活
用
し
て
数
字
を
つ
か
ん

で
い
き
た
い
。

　
　
土
地
改
良
の
排
水
施
設
運
転

　
　
管
理
費
に
つ
い
て
、
機
場
は

稲
刈
り
が
終
わ
る
と
電
源
を
落
と

す
が
、
そ
れ
で
は
そ
の
後
に
台
風

※

委
員
会
の
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成
は
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経
済
建
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同
じ
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。
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７
月
16
日
〜
18
日
に
、
議

会
改
革
に
つ
い
て
の
先
進
地

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
の
テ
ー
マ
は
、

よ
り
議
会
の
議
論
を
深
め
る

た
め
の
仕
組
み
や
議
会
の
審

議
内
容
を
市
民
に
知
ら
せ
る

情
報
公
開
に
つ
い
て
、
ま
た
、

鹿
嶋
市
で
は
年
に
４
回
開
催

す
る
定
例
議
会
制
で
す
が
、

年
間
を
と
お
し
て
議
会
活
動

が
行
え
る
通
年
議
会
制
な
ど

を
中
心
に
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　
議
会
改
革
度
調
査
で
、
常

に
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る

兵
庫
県
加
西
市
で
は
、
議
論

を
深
め
る
た
め
の
議
員
間
討

議
の
状
況
や
、
市
の
政
策
は

構
想
段
階
で
あ
っ
て
も
丁
寧

に
議
会
へ
説
明
を
し
て
い
る

状
況
、
各
議
案
に
対
す
る
議

員
別
の
賛
否
状
況
を
市
民
へ

公
開
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

調
査
し
、
鹿
嶋
市
議
会
と
し

て
も
大
い
に
参
考
に
な
る
内

容
で
し
た
。

　
滋
賀
県
大
津
市
で
は
、
絶

え
間
な
く
議
会
機
能
が
発
揮

で
き
る
よ
う
に
通
年
議
会
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
　

　
ま
た
、
市
民
に
よ
る
陳
情

や
請
願
を
市
の
執
行
部
に
政

策
提
言
で
き
る
よ
う
「
政
策

検
討
会
議
」
と
い
う
機
関
を

つ
く
り
、
市
民
の
提
言
を
具

現
化
す
る
仕
組
み
が
出
来
て

い
ま
す
。

　
加
西
市
や
大
津
市
で
特
に

感
じ
た
事
は
、
議
会
関
係
の

設
備
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
議
場
の
立
派
さ
ば
か

り
で
な
く
、
両
市
と
も
委
員

会
室
や
会
派
室
な
ど
が
完
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
大
津
市
に
お
い
て
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
（
情
報
通
信
技
術

議
会
運
営
委
員
会

兵
庫
県
加
西
市
と
滋
賀
県
大
津
市
を
視
察
し
て

か
さ
い

お
お
つ

を
活
用
す
る
こ
と
）
が
進
ん

で
お
り
、
議
場
に
お
い
て
は

質
疑
・
答
弁
者
の
画
像
だ
け

で
な
く
、
関
係
資
料
の
画
像

配
信
も
行
う
こ
と
で
、
ど
ん

な
資
料
を
基
に
審
議
を
し
て

い
る
の
か
、
市
民
に
わ
か
り

や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
視
察
結
果
を
成
果

に
結
び
つ
け
る
た
め
に
、
課

題
を
整
理
し
、
議
会
改
革
検

討
協
議
会
で
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議会改革度調査
　早稲田大学マニフェスト研究所で実施している「議
会改革度調査」は、日本全国の都道府県議会・市区
町村議会の議会改革を毎年、調査しているもので、
議会が果たすべき役割として 3つの柱、(1) 情報公開、
(2) 住民参加、(3) 議会機能強化、についてそれぞれ
の議会改革の度合を数値化し、ランキングや分析結
果、提言を出しています。
　2013 年度のランキングは、回答した地方議会数
1,444 のうち、加西市議会が 31 位、大津市議会は 59
位です。鹿嶋市議会は 579 位でした。

委
員
会
の
先
進
地
視
察
調
査
の
報
告

美
浦
村
議
会
が

　

｢

と
び
ら｣

を
視
察

　
８
月
19
日
、
美
浦
村
議

会
の
広
報
公
聴
委
員
会
の

皆
さ
ん
が
、
議
会
だ
よ
り

「
と
び
ら
」
の
調
査
の
た

め
、
鹿
嶋
市
議
会
を
訪
れ

ま
し
た
。

　
伝
わ
る
・
読
ん
で
も
ら

え
る
議
会
だ
よ
り
の
作
成

に
つ
い
て
意
見
交
換
を

し
、
さ
ら
に
、
美
浦
村
議

会
で
取
り
組
ん
で
い
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
活
用
な
ど
の
状

況
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
、
貴
重
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

▲加西市の委員会室。一人ずつマイクが設置
　されているので、録音の音質がよくなり、
　会議録の作成も迅速になります。

▲大津市の議場。個人ごとの表決も表示
　されるシステムが導入されていました。

｢とびら｣ができるまで

水
質
の
検
査
は
受
水
槽
の
管
理
者
が
受
け
る

環
境
経
済
建
設
委
員
会

● 

委
員
会
の
活
動 

●
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委  

員  

長
　小
池
み
よ
子

副
委
員
長
　出
頭
克
明

（
委
員
）

風
間
裁
司
　田
村
遠
渡
丸

内
山
　一
　河
津
　亨

山
口
哲
秀

問

問 問

問 答

問問

問問

答答

答答

答

答 答 ■
議
案
第
77
号
　
鹿
嶋
市
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■
議
案
第
78
号
　
鹿
嶋
市
大
野
区

域
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例･･･

地
域
主
権
改
革

一
括
法
に
よ
り
、
鹿
嶋
市
安
全
な

飲
料
水
の
確
保
に
関
す
る
条
例
が

施
行
さ
れ
た
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

　
　
改
正
の
理
由
が
一
括
法
に
よ

　
　
る
も
の
な
ら
、
４
月
の
時
点

で
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
か
。

　
　
本
来
は
３
月
ま
で
に
議
会
に

　
　
提
案
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
県
水
を
買
っ
て
い
る
市
町
村

　
　
の
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
水

の
検
査
等
は
免
除
さ
れ
る
の
か
。

　
　
県
か
ら
、
免
除
を
受
け
ら
れ

　
　
る
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

【
環
境
経
済
建
設
分
科
会
】

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
市
内
に
簡
易
水
道
は
あ
る
の

　
　
か
。

　
　
小
規
模
簡
易
専
用
水
道
は
鹿

　
　
島
区
域
に
25
件
、
大
野
区
域

は
０
件
で
あ
る
。
簡
易
専
用
水
道

は
鹿
島
61
件
、
大
野
５
件
で
あ
る
。

　
　
水
質
の
検
査
を
受
け
る
義
務

　
　
が
あ
る
の
は
、
管
理
し
て
い

る
人
か
。
そ
れ
と
も
市
役
所
か
、

事
業
者
か
。

　
　
検
査
を
受
け
る
の
は
受
水
槽

　
　
の
管
理
者
で
あ
る
。

　　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
両
議
案
に
つ
い
て
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　

　
決
算
の
審
査
の
前
に
、
木
滝
農

村
集
落
セ
ン
タ
ー
の
災
害
用
井
戸

と
鉢
形
地
区
の
備
蓄
品
倉
庫
の
現

地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
Ｒ
Ｄ
Ｆ
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ

　
　
た
ゴ
ミ
の
放
射
線
量
数
値
は

計
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
処
理
す
る
ま
で
溜
め
て
あ
る

　
　
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
計
測
し
て

い
な
い
。
早
急
に
確
認
す
る
。

　
　
観
光
事
業
を
や
っ
て
も
、
そ

　
　
の
成
果
や
効
果
を
検
証
し
て

い
な
い
。
組
織
か
ら
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

　
　
経
済
効
果
な
ど
を
ど
う
把
握

　
　
し
、
検
証
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
市
も
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

調
査
を
活
用
し
て
数
字
を
つ
か
ん

で
い
き
た
い
。

　
　
土
地
改
良
の
排
水
施
設
運
転

　
　
管
理
費
に
つ
い
て
、
機
場
は

稲
刈
り
が
終
わ
る
と
電
源
を
落
と

す
が
、
そ
れ
で
は
そ
の
後
に
台
風

※

委
員
会
の
構
成
は
、
環
境
経
済
建
設
委
員
会
と

　
同
じ
で
す
。

が
き
て
水
害
が
発
生
し
た
と
き
に

活
用
で
き
ず
、
機
場
も
水
没
す
る

危
険
が
あ
る
。
電
源
を
切
る
の
を

１
ヶ
月
延
期
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
鹿
島
共
同
再
資
源
化
セ
ン
タ

　
　
ー
で
は
、
焼
却
熱
を
利
用
し

た
発
電
が
さ
れ
て
、
売
電
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
市
の
事
業
全
般
的
に
言

え
る
が
、
決
算
の
審
査
時
に
は
、

補
助
金
を
出
し
て
終
了
で
は
な
く

て
、
費
用
対
効
果
が
こ
の
よ
う
に

上
が
っ
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
も
の
を
示
し
て
欲
し
い
。

　
　
セ
ン
タ
ー
で
の
売
電
は
行
っ

　
　
て
い
る
。

　
　
宮
中
地
区
の
活
性
化
は
、
思

　
　
い
切
っ
た
施
策
で
本
気
に

な
っ
て
や
ら
な
く
て
は
実
現
し
な

い
。
牛
久
市
を
実
際
に
見
れ
ば
、

参
考
に
な
る
と
思
う
が
。

　
　
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
、
取
り

　
　
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
取
り

入
れ
て
、
検
討
し
て
い
く
。

意
見

提
案・
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ここが知りたい！

　一般質問は、 私たちの生活にかかわりの深
い事柄について 質問するものです。
　掲載した内容 は、質問者本人がまとめまし
た。詳細は、鹿嶋市議会のホームページにある「録画中継」
または「録音中継」をご利用ください。

質質
一 般    問

鹿嶋市議会ＨＰ／議会中継・録音中継 ◇平成 26 年第３回定例会 (９月 ) 一般質問鹿嶋市議会 検索

子
宝
手
当
の
実
施
の
目
的
と

期
待
す
る
効
果
は
何
か
。
実

施
時
期
、
対
象
者
、
事
業
内
容
と
財
源

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

子
宝
手
当
は
、こ
れ
か
ら
出
産
・

育
児
を
迎
え
る
若
い
世
代
の
、

子
育
て
に
か
か
る
経
済
的
不
安
を
取
り

除
き
、
安
心
し
て
、
お
子
さ
ん
を
た
く

さ
ん
産
ん
で
く
だ
さ
い
と
、
そ
の
背
中

を
押
し
て
あ
げ
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

少
子
化
の
進
行
に
よ
る
市
の
将
来
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
大
き

な
ね
ら
い
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
市
全

体
が
元
気
に
な
り
、
地
域
が
活
性
化
し

て
い
く
こ
と
が
最
大
の
効
果
で
あ
る
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
高
校
卒

業
ま
で
の
子
ど
も
を
３
人
以

上
養
育
し
て
い
る
人
の
第
３
子
以
降
の

未
就
学
児
を
対
象
に
支
給
す
る
。
翌
年

度
以
降
、
順
次
対
象
年
齢
を
引
き
上

げ
、
最
終
的
に
は
中
学
卒
業
ま
で
対
象

と
す
る
。
平
成
27
年
度
は
未
就
学
児
約

５
５
０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

歳
出
は
、
既
存
事
業
の
見
直

し
や
新
規
事
業
の
精
査
な
ど

経
費
の
削
減
を
図
り
、
歳
入
は
、
使
用

料
な
ど
の
見
直
し
や
国
県
補
助
金
の
積

極
的
な
活
用
、
企
業
誘
致
に
よ
る
新
た

な
市
税
収
入
の
確
保
に
努
め
る
。
不
足

す
る
部
分
は
、
財
政
調
整
基
金
を
取
り

崩
し
な
が
ら
事
業
に
取
り
組
む
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
大
の
目
的
と
実
施
時
期
、

対
象
年
齢
と
所
得
制
限
に
対
す
る
見
解

を
尋
ね
る
。
ま
た
、
費
用
額
に
つ
い
て

尋
ね
る
。子

育
て
費
用
の
中
で
も
突
発

的
な
け
が
や
病
気
に
つ
い
て

の
医
療
費
は
、
症
状
の
不
安
と
と
も
に

負
担
を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。
医
療
費

を
助
成
す
る
こ
と
で
、
金
銭
的
な
不
安

を
解
消
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

育
ち
へ
の
支
援
が
で
き
る
も
の
と
考

え
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
医
療
費
無
料

化
を
高
校
卒
業
ま
で
拡
大
す
る
。
さ
ら

に
、
よ
り
多
く
の
子
育
て
世
代
に
支
援

の
充
実
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
、
所

得
制
限
を
撤
廃
す
る
。

対
象
者
の
総
数
は
約
１
万

２
１
０
０
名
で
、
費
用
額
の

合
計
は
約
１
億
７
９
０
０
万
円
に
な
る

見
込
み
で
あ
る
。
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内
田

内
田

市
民
福

祉
部
長

市
民
福

祉
部
長

子
ど
も
た
ち
を
地
域
の

宝
と
し
て
全
力
で
支
援
す
る

高
校
卒
業
ま
で
を
対
象
に

所
得
制
限
を
撤
廃
す
る

子
宝
手
当
を
鹿
嶋
の

明
る
い
未
来
の
起
爆
剤
に

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
充
を

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

○
車
座
懇
談
会
の
手
応
え
と
今
後
の
見
通
し

企
画 

  

部
長

　うちだ　　  まさふみ　

内 田    政 文  議員

市
長

市
長

※
財
政
調
整
基
金

　

年
度
に
よ
っ
て
生
じ
る
財
源
の
不
均
衡
を

調
整
す
る
た
め
に
、
財
源
に
余
裕
が
あ
る
年

度
に
積
み
立
て
て
お
く
も
の
で
、
市
の
貯
金

に
あ
た
る
。
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ここが知りたい！

一 般    問
質質

本
市
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
か

な
め
ー
る
」の
登
録
者
数
を
増

や
し
、
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い
人
に

も
確
実
に
災
害
情
報
が
届
く
よ
う
に
し

て
い
く
べ
き
で
は
。
ま
た
、
気
象
警
報

も
即
時
配
信
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

「
か
な
め
ー
る
」
は
、
こ
れ

ま
で
広
報
か
し
ま
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た

が
、
今
後
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
の
周
知
を
図
る
な
ど
、
よ

り
幅
広
い
媒
体
で
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。ま
た
、

防
災
訓
練
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

登
録
支
援
を
行
う
な
ど
、
登
録
促
進
に

努
め
た
い
。

気
象
警
報
の
即
時
配
信
に
つ

い
て
は
、
担
当
課
と
調
整
し

て
検
討
し
た
い
。

期
日
前
投
票
を
商
業
施
設
で

行
う
こ
と
で
、
投
票
率
を
上

げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
先
進
地
で

は
期
日
前
投
票
が
全
体
の
半
数
を
超
え

る
市
も
あ
る
。
効
果
が
あ
る
の
で
、
投

票
率
が
下
が
り
続
け
て
い
る
本
市
で
も

導
入
を
。期

日
前
投
票
所
の
増
設
に
は
、

投
票
の
秘
密
保
持
や
施
設
の

優
先
利
用
、
二
重
投
票
の
防
止
な
ど
の

環
境
整
備
や
費
用
負
担
が
課
題
と
な
る
。

引
き
続
き
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
必
要
な
人
の
も
と
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
操
作
で
き
る
人
を
呼
ぶ
こ
と
の

で
き
る
ア
プ
リ
が
開
発
さ
れ
た
。
本
市

で
も
導
入
を
。

こ
の
ア
プ
リ
は
発
表
後
、
間

も
な
い
こ
と
か
ら
安
全
性
や

シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
の
検
証
事
例
も
少

な
く
、
現
時
点
で
は
、
市
が
利
用
を
推

奨
す
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
判

断
し
て
い
る
。

本
市
の
防
災
訓
練
の
会
場
で
、

こ
の
ア
プ
リ
の
仕
組
み
を
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
望
む
。

災
害
協
定
団
体
の
ブ
ー
ス
を

設
け
る
の
で
、
そ
の
一
画
を

利
用
し
て
欲
し
い
。
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さとう　　  のぶなり

佐 藤    信 成  議員

佐
藤

佐
藤

佐
藤

佐
藤

環
境
経

済
部
長

選　

管

書
記
長

環
境
経

済
部
長

「
か
な
め
ー
る
」の
登
録
促
進

に
努
め
た
い

当
面
は
市
役
所
本
庁
と
大
野

出
張
所
の
２
か
所
で
実
施

現
時
点
で
は
推
奨
す
る
段
階

に
至
っ
て
い
な
い

「
か
な
め
ー
る
」の

よ
り
一
層
の
活
用
を

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
利
用
率
向
上
に

ア
プ
リ
の
活
用
を

商
業
施
設
で
の
期
日
前

投
票
の
実
施
を

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

○
防
災
無
線
の
聞
こ
え
る
範
囲
に
つ
い
て

○
県
議
選
、
市
議
選
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

の
市
の
投
票
率
向
上
の
具
体
策
は

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
利
用
状
況
は

企
画 

  

部
長

企
画 

  

部
長
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ここが知りたい！

一 般    問
質質

今
年
の
敬
老
会
対
象
者
は
、

本
市
の
人
口
６
万
６
７
５
３

人
（
平
成
26
年
８
月
１
日
現
在
）
の
う

ち
72
歳
以
上
の
１
万
５
５
１
人
。
参
加

対
象
年
齢
を
見
直
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。
ま
た
、
39
・
７
㌫

の
出
席
率
に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

今
後
、
対
象
者
は
毎
年
４
０
０

人
か
ら
５
０
０
人
の
増
加
が

予
想
さ
れ
、
団
塊
の
世
代
が
対
象
と
な

る
平
成
34
年
に
は
約
１
万
７
０
０
０
人

が
見
込
ま
れ
る
。
今
回
全
て
の
敬
老
会

に
参
加
し
、
状
況
を
確
認
す
る
中
で
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
判
断
し
た
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
敬
老
者
が
い
る

中
で
約
４
割
の
出
席
率
は
高

い
と
判
断
し
て
い
る
。
地
域
福
祉
を
推

し
進
め
る
た
め
の
活
動
の
一
環
と
し
て

敬
老
会
事
業
を
捉
え
て
お
り
、
地
域
の

理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
継
続
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
本
市
に
住

み
続
け
る
た
め
に
は
予
約
乗
り

合
い
バ
ス
（
デ
マ
ン
ド
交
通
）
の
導
入
が

不
可
欠
と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
現
状
の
課

題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

高
齢
者
の
外
出
機
会
の
創
出
と

拡
大
は
、
自
治
体
の
課
題
の
一

つ
な
の
で
、
国
の
動
向
を
把
握
し
、
デ
マ

ン
ド
交
通
導
入
の
可
否
を
見
極
め
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
中
央
線
や
湖
岸
海
岸

線
に
く
ら
べ
循
環
線
の
利
用
が
低
い
。

ま
た
、
別
路
線
へ
の
乗
り
継
ぎ
、
鉄
道

と
の
接
続
に
も
課
題
が
あ
り
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
運
行
計
画
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

年
々
、
自
治
会
加
入
率
が
低

下
し
て
い
る
中
、
本
市
総
合

計
画
で
打
ち
出
し
た
加
入
率
の
目
標
数

値
68
％
の
裏
づ
け
と
目
標
達
成
の
た
め

の
対
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

東
日
本
大
震
災
で
改
め
て
自
治

会
活
動
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ

た
こ
と
や
、
少
子
高
齢
社
会
や
安
心
安

全
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
果
た
す

自
治
会
の
役
割
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、

７
割
程
度
の
世
帯
加
入
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
目
標
値
と
し
た
。
加
入
率
向

上
の
対
策
と
し
て
、
市
役
所
窓
口
で
の

加
入
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
広

報
か
し
ま
や
Ｆ
Ｍ
か
し
ま
で
の
継
続
的

な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
自
治

会
の
魅
力
向
上
の
た
め
に
、
運
営
手
法

な
ど
を
ま
と
め
た
手
引
き
書
の
各
自
治

会
へ
の
配
布
や
研
修
会
の
開
催
、
各
地

区
で
の
防
災
計
画
の
策
定
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
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小
池

小
池

小
池

市
民
福

祉
部
長

市
民
福

祉
部
長

自
治
会
の
存
在
意
義
を
高
め

加
入
率
向
上
に
つ
な
げ
た
い

敬
老
会
の
対
象
年
齢
の

見
直
し
を

デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
を

自
治
会（
町
内
会
）活
動

の
活
性
化
を

企
画 

  

部
長

市
長

市
長

状
況
を
確
認
し
判
断
す
る

導
入
の
可
否
を
見
極
め
た
い

　こいけ　　 　　　こ

小池  みよ子  議員
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ここが知りたい！

一 般    問
質質

市
長
が
初
登
庁
の
際
、
市
民

の
目
線
で
真
心
を
尽
く
し
、

公
正
公
平
な
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
と
訓

示
し
た
旨
の
報
道
が
さ
れ
て
い
る
。
菓

子
折
り
事
件
に
け
じ
め
を
つ
け
な
い
と

立
派
な
訓
示
も
空
虚
な
も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
が
、
市
長
の
考
え
は
。

行
政
の
主
人
公
は
市
民
で
あ

り
、
職
員
に
は
常
々
、
仕
事

は
市
民
の
ほ
う
を
見
て
す
る
よ
う
に
と

言
っ
て
い
る
。
職
員
の
や
る
気
を
起
こ

さ
せ
、
奉
仕
者
と
し
て
や
ら
せ
る
こ
と

が
私
の
務
め
で
あ
り
、
私
が
全
部
責
任

を
と
る
の
で
市
民
目
線
で
や
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
の
が
訓
示
の
真
意
で
あ
る
。

６
月
の
一
般
質
問
の
件
に
つ
い
て
は
司

法
の
判
断
に
委
ね
て
い
る
。
そ
れ
し
か

答
え
よ
う
が
な
い
。

今
年
６
月
に
成
立
し
た
医
療
・

介
護
総
合
確
保
推
進
法
に
よ

り
、
要
支
援
１
と
２
が
介
護
保
険
制
度

か
ら
切
り
離
さ
れ
、
地
域
支
援
事
業
と

し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
介
護

水
準
を
下
げ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
対

応
を
求
め
る
。

当
面
は
現
行
の
保
険
給
付
を

踏
襲
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
な
く
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
体
制
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

詰
め
込
み
保
育
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
、

ど
の
よ
う
に
緩
和
さ
れ
、
今
後
ど
の
よ

う
に
基
準
に
収
め
て
い
く
の
か
尋
ね

る
。

現
在
策
定
中
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
に
先
行

し
、
定
員
増
と
な
る
民
間
保
育
施
設
整

備
の
た
め
の
補
正
予
算
を
計
上
し
た
。

ま
た
、（
仮
称
）平
井
認
定
こ
ど
も
園
の

開
園
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
以
降
は
定

員
の
弾
力
化
運
用
が
一
定
程
度
解
消
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

合
併
は
首
長
の
独
断
専
行
で

は
な
く
、
議
論
を
深
め
な
が

ら
練
り
上
げ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
市

民
の
声
を
聞
か
ず
に
合
併
に
向
け
た
協

議
を
他
市
に
呼
び
か
け
て
い
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

市
民
と
十
分
話
を
し
な
が
ら

進
め
る
。
過
日
の
市
長
会
で
、

広
域
連
携
を
市
長
公
約
に
入
れ
て
お

り
、
胸
襟
を
開
い
て
話
を
さ
せ
て
ほ
し

い
旨
は
伝
え
て
い
る
。
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市
長

市
長

立
原

立
原

立
原

立
原

市
民
福

祉
部
長

市
民
福

祉
部
長

司
法
の
判
断
に
委
ね
て
い
る

と
し
か
答
え
ら
れ
な
い

来
年
度
以
降
解
消
の
見
込
み

サ
ー
ビ
ス
は
低
下
さ
せ
な
い

菓
子
折
り
事
件
に

け
じ
め
を

詰
め
込
み
保
育
の
緩
和
を

予
防
給
付
見
直
し
後
も

介
護
水
準
の
維
持
を

鹿
行
５
市
合
併
構
想
に
つ
い
て

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

○
生
活
保
護
制
度
改
正
に
対
す
る
対
応
は

○
入
院
ベ
ッ
ド
大
幅
削
減
へ
の
対
応
は

○
鹿
島
経
済
特
区
に
よ
る
事
故
に
つ
い
て

たちはら　   ひろいち

立 原　弘 一  議員
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ここが知りたい！

一 般    問
質質

鹿
嶋
市
で
も
起
こ
り
え
る
豪

雨
に
よ
る
土
砂
災
害
に
つ
い

て
、
市
は
危
険
箇
所
の
確
認
を
し
て
い

る
の
か
尋
ね
る
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
あ
わ
せ

て
53
か
所
す
べ
て
の
崩
壊
危
険
箇
所
を

把
握
し
て
い
る
。
こ
の
区
域
以
外
の
危

険
箇
所
も
確
認
に
努
め
、
点
検
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
未
然
防
止
に
あ
た
っ

て
い
る
。土

砂
災
害
警
戒
区
域
内
の
危

険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
21
か
所
を
確
認
し
て
い
る
が
、
す
べ

て
の
傾
斜
地
の
状
況
確
認
は
十
分
で
は

な
い
現
状
で
あ
る
。
本
市
の
地
形
の
特

性
か
ら
す
べ
て
の
場
所
を
立
入
調
査
し

確
認
す
る
こ
と
は
、
人
員
的
、
時
間
的

に
容
易
で
な
い
。

　

鹿
嶋
独
自
の
防
災
マ
ッ
プ
、
崖

崩
れ
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
命
に
か
か
わ
る
判
断
と
い
っ

て
も
過
言
で
な
い
避
難
指
示
の
出
し
方
、

雨
量
の
レ
ベ
ル
の
判
断
な
ど
を
尋
ね
る
。

近
年
大
き
く
変
化
し
て
い
る

自
然
災
害
に
対
し
、
こ
れ
ま

で
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

迅
速
な
判
断
を
し
て
い
き
た
い
。
市
民

の
皆
さ
ん
も
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、
早
期
の
行
動

を
お
願
い
し
た
い
。

市
地
域
防
災
計
画
や
内
閣
府
の

避
難
勧
告
等
の
判
断
、
伝
達
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き

対
応
し
て
い
る
。
避
難
レ
ベ
ル
の
基
準
は
、

気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
土
砂
災
害
警

戒
情
報
を
基
本
に
し
て
い
る
。
空
振
り
を

恐
れ
ず
、
早
め
早
め
の
避
難
勧
告
や
指
示

が
出
せ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
最
近
作
成

し
た
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用

し
、
避
難
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

国
道
51
号
線
の
冠
水
は
、
年
々

回
数
が
多
く
な
り
、
規
模
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
国
道
か
ら
海

岸
ま
で
の
エ
リ
ア
で
冠
水
被
害
の
増
大

が
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
対
策
は
。

国
道
51
号
か
ら
下
の
区
域
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
水
路
の

新
設
、
改
修
、
調
整
池
の
設
置
な
ど
多

面
的
な
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

国
道
の
冠
水
の
原
因
は
、
県
や

市
が
勝
手
に
側
溝
へ
つ
な
い
で

い
る
か
ら
と
国
の
担
当
者
は
言
う
が
、

勝
手
に
つ
な
い
で
い
い
も
の
か
尋
ね
る
。

市
道
か
ら
の
側
溝
接
続
は
、

基
本
的
に
は
了
解
を
得
て
接

続
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
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出
頭

出
頭

出
頭

出
頭

環
境
経

済
部
長

環
境
経

済
部
長

危
険
箇
所
を
確
認
し
、
未
然

防
止
に
努
め
て
い
る

土
砂
災
害
危
険
箇
所
の

確
認
は
し
て
い
る
か

避
難
指
示
の
出
し
方
は

大
野
地
区（
台
地
）の
開

発
の
弊
害
に
つ
い
て

建
設 

  

部
長

建
設 

  

部
長

建
設 

  

部
長

市
長

概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
迅
速
に
判
断

しゅっとう　かつあき

出 頭    克 明  議員
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ここが知りたい！

一 般    問
質質

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
介
護

施
設
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
な
っ
た
と
き
に
自
治
体
が
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
し
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト

に
応
じ
て
商
品
と
の
交
換
や
換
金
が
で

き
る
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を

本
市
も
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
考
え
を
尋
ね
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

強
化
の
た
め
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
推
進
は
大
変
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
、
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
、
介
護

予
防
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
福
祉

社
会
の
再
生
に
一
役
買
う
も
の
と
考
え

て
お
り
、
先
進
地
の
状
況
を
よ
く
情
報

収
集
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

発
達
障
が
い
児
の
子
育
て
は
、

健
常
児
に
比
べ
知
識
や
コ
ツ

が
必
要
と
な
る
。
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
で
親
の
悩
み
や

不
安
の
解
消
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
継
続
的
な
講
座
ス
タ
イ
ル
が
有

効
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

発
達
の
気
に
な
る
子
の
子
育

て
に
は
、
そ
の
ス
キ
ル
を
獲
得

す
る
た
め
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、
ペ
ア
レ

ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
含
め
、
適
切
な

子
育
て
ス
キ
ル
及
び
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

子
の
発
達
支
援
や
親
の
子
育
て

の
悩
み
は
、
幼
児
期
か
ら
成
人

し
た
後
ま
で
ず
っ
と
続
く
。
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
の
変
化
や
移
行
期
に
、
必
要
な

支
援
が
継
続
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
本
市
が
取
り
組
ん
で
い
る

包
括
的
な
支
援
体
制
の
現
状
を
尋
ね
る
。

発
達
段
階
に
応
じ
配
慮
が
必

要
な
子
に
対
し
、
就
学
前
か

ら
高
校
に
至
る
ま
で
の
各
段
階
に
お
い

て
個
別
の
支
援
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

成
長
、
発
育
の
様
子
や
指
導
内
容
な
ど

を
き
め
細
か
に
記
録
し
な
が
ら
、
進
学

な
ど
で
環
境
が
変
化
す
る
際
に
は
引
き

継
ぎ
を
行
い
、
そ
の
子
に
対
し
て
の
情

報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
で
、
環
境
の

変
化
に
対
応
し
な
が
ら
ス
ム
ー
ズ
な
生

活
が
送
れ
る
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る
。
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桐
澤

桐
澤

桐
澤

市
民
福

祉
部
長

市
民
福

祉
部
長

教
育 

  

部
長

個
別
の
支
援
計
画
で
支
援

適
切
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く

情
報
収
集
を
行
い
検
討
し
た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
制
度
の
導
入
を

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
移
行

後
も
継
続
的
な
支
援
を

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
講
座
化
を

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

○
社
会
参
加
活
動
を
通
し
た
介
護
予
防
に
つ
い
て

○
地
域
支
援
事
業
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て

○
早
期
発
見
・
早
期
療
養
の
現
状
に
つ
い
て

　きりさわ　

桐 澤 いづみ  議員

※
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

発
達
障
が
い
児
を
持
つ
親
の
た
め
の
子
ど

も
の
育
て
方
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
親
の
適

切
な
接
し
方
は
障
が
い
に
よ
る
症
状
の
改
善

や
、
子
ど
も
が
感
じ
て
い
る
困
難
の
軽
減
に

つ
な
が
る
と
い
う
も
の
。
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ここが知りたい！

一 般    問
質質

平
井
東
部
土
地
区
画
整
理
事

業
は
市
が
施
行
者
と
な
っ
て

か
ら
ど
ん
な
事
業
を
行
っ
て
き
た
か
。

今
後
の
予
定
は
。
保
留
地
処
分
の
状
況

に
つ
い
て
も
尋
ね
る
。

液
状
化
対
策
は
、
市
液
状
化
対

策
検
討
委
員
会
で
検
討
を
重

ね
、
地
下
水
位
低
下
工
法
に
決
定
さ
れ

た
。
事
業
計
画
は
、
保
留
地
処
分
価
格

の
見
直
し
と
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
を
導
入
す
る
等
の
計
画
変
更
を
し
た
。

　

今
後
は
、
液
状
化
対
策
と
土
地
区
画

整
理
事
業
の
完
成
に
向
け
、
全
力
で
工

事
を
進
め
て
い
く
。

　

保
留
地
は
、
災
害
公
営
住
宅
用
地
と

平
井
認
定
子
ど
も
園
用
地
７
７
４
２
平

方
㍍
、
１
億
５
４
７
２
万
円
を
処
分

し
、
残
保
留
地
は
８･

２
㌶
、
16
億

６
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

市
道
８
３
２
１
号
線
と
鹿
島

病
院
東
側
公
道
の
整
備
計
画

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
認
定

子
ど
も
園
と
災
害
公
営
住
宅
周
辺
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
も
尋
ね
る
。

市
道
８
３
２
１
号
線
と
鹿
島

病
院
東
側
の
道
路
の
整
備
は
、

平
井
東
部
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
に
あ

わ
せ
て
進
め
て
い
く
。　

認
定
子
ど
も
園
周
辺
に
つ
い

て
は
、
事
業
地
内
道
路
の
復

旧
と
新
設
工
事
を
準
備
し
て
い
る
。
災

害
公
営
住
宅
周
辺
の
区
画
道
路
の
復
旧

と
新
設
工
事
は
、発
注
を
進
め
て
い
る
。

功
労
金
名
目
で
金
銭
を
受
領

し
た
人
に
対
す
る
訴
え
の
提

起
か
ら
１
年
以
上
経
っ
て
い
る
が
、
訴

訟
は
ど
う
な
っ
た
か
。

平
成
25
年
７
月
26
日
以
来
、

計
７
回
の
口
頭
弁
論
が
行
わ

れ
、
現
在
も
係
争
中
と
な
っ
て
い
る
。

功
労
金
を
受
領
し
た
人
の
名

前
を
尋
ね
る
。
ま
た
、
受
領

者
に
農
業
委
員
や
行
政
委
員
は
含
ま
れ

て
い
る
か
。現

在
係
争
中
で
あ
り
、
答
弁

は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

功
労
金
１
９
５
０
万
円
の
財

源
は
ど
こ
か
ら
捻
出
し
た
か
。

保
留
地
の
処
分
金
を
財
源
と

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

早
期
に
平
井
地
区
で
車
座
懇

談
会
を
開
催
し
て
、
和
解
の

道
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

車
座
懇
談
会
の
趣
旨
に
は
沿

わ
な
い
と
判
断
す
る
。

20鹿嶋市議会だより
平成 26 年 10 月 31 日発行

たむら　  おとまる

田村  遠渡丸  議員

田
村

田
村

田
村

田
村

田
村

田
村

液
状
化
対
策
と
計
画
変
更
で

事
業
を
進
め
る

平
井
東
部
土
地
区
画
整

理
事
業
の
経
過
は

周
辺
の
環
境
整
備
は

功
労
金
訴
訟
の
経
過
は

建
設 

  

部
長

建
設 

  

部
長

建
設 

  

部
長

建
設 

  

部
長

建
設 

  

部
長

市
長

市
長

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

○
家
庭
ご
み(

不
燃
ご
み
の
分
別
、
お
盆
休

み
中
の
ご
み
の
収
集
、
小
型
家
電
の
回
収)

に
つ
い
て
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ここが知りたい！

一 般    問
質質

やまぐち　　てつひで

山 口    哲 秀  議員

山
口

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

　○
情
報
通
信
技
術
部
門
の
業
務
継
続
計
画

○
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
固
定
資
産
台
帳

○
新
公
会
計
制
度
の
複
式
簿
記
の
導
入
時
期

建
設

  

部
長

環
境
経

済
部
長

市
長 地

域
で
の
国
土
強
靭
化

計
画
策
定
は

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
、

災
害
か
ら
命
を
守
る
、
わ
が

地
域
の
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
策
定
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

本
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
、

現
在
、
茨
城
県
が
他
県
と
と

も
に
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
段
階
。

ま
だ
市
町
村
の
役
割
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
人
命
の
保
護
や
被
害
の
最
小
化
、

迅
速
な
復
旧
復
興
な
ど
市
民
生
活
に
直

結
す
る
計
画
な
の
で
、
情
報
収
集
を

し
っ
か
り
行
っ
て
判
断
し
て
い
き
た

い
。

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
ま
だ
整
備

し
て
い
な
い
。
内
水
氾
濫
に
な
る

ま
だ
、市
町
村
の
役
割
が
不
明
確

山
口
国
土
強
靭
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
は
、
平
成
28
年
度
ま

で
に
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
・

公
表
し
、
防
災
訓
練
な
ど
を
実
施

す
る
目
標
に
な
っ
て
い
る
が
、
本

市
の
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
。

き
ょ
う
じ
ん

山
口

雨
水
対
策
の
取
り
組
み

に
発
想
の
転
換
を

公
共
施
設
で
は
雨
水
貯
留
槽
を
併

設
し
、
ポ
ン
プ
設
備
も
整
え
て
植

栽
へ
の
水
遣
り
に
活
用
。
住
宅
な
ど
で
は
、

下
水
道
接
続
時
に
、
既
存
の
浄
化
槽
を
雨

水
利
用
で
き
る
よ
う
に
改
修
す
る
と
き
や

雨
水
貯
留
槽
、
雨
水
浸
透
施
設
の
設
置
な

ど
に
補
助
制
度
も
設
け
て
い
る
。
ま
た
、

宅
地
開
発
行
為
で
は
、
市
道
側
溝
へ
の
雨

水
排
水
の
放
流
条
件
と
し
て
、
浸
透
施
設

の
設
置
を
求
め
る
な
ど
、
市
道
側
溝
の
負

担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

副
市
長

集
中
豪
雨
を
中
心
と
し
た
雨
水
問

題
や
公
共
施
設
の
雨
水
対
策
の
あ

り
方
や
役
割
を
含
め
て
、
い
ま
一
度
、
庁

内
で
情
報
の
共
有
を
は
か
り
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き
か
を
検

討
す
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

貯
水
・
浸
透
な
ど
で
対
応

※

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
排
水
区
域
内
で
一
時
的
に
大
量
の
雨
が

降
っ
て
、
下
水
道
な
ど
の
排
水
施
設
や
河

川
な
ど
に
排
水
で
き
な
い
場
合
に
発
生
す

る
浸
水
箇
所
を
示
す
地
図
。
　

な
い
す
い

水
循
環
基
本
法
と
雨
水
利
用

推
進
法
が
施
行
に
な
り
「
流

す
」
か
ら
「
溜
め
る
」
へ
の
発
想
の
転

換
が
必
要
。
豪
雨
対
策
で
、
雨
水
を
溜

め
る
・
浸
透
さ
せ
る
・
保
水
遊
水
機
能

の
確
保
が
重
要
。
本
市
の
取
り
組
み
の

事
例
は
。

山
口
市
と
し
て
、
雨
水
貯
留
浸
透
の
目

的
や
基
本
方
針
、
理
念
、
責
務
を

明
ら
か
に
し
た
計
画
を
策
定
し
、
行
政
と

市
民
と
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
べ
き
だ
が
。

可
能
性
が
あ
る
場
所
に
つ
い
て
は
把

握
し
、
対
応
し
て
い
る
。
今
後
、
対

策
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

鹿嶋市議会だより
平成 26 年 10 月 31 日発行21
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ここが知りたい！

一 般    問
質質

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

　○
い
じ
め
問
題
に
関
す
る
教
師
の
研
修
状
況

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
へ
の
取
り
組
み

○
介
護
保
険
料
の
見
直
し
　
　

市
長

教
育
長

若
者
の
就
労
支
援
策
の

充
実
をニ

ー
ト
と
呼
ば
れ
る
就
労
、

就
学
、
職
業
訓
練
に
も
行
け

な
い
若
者
が
全
国
で
70
万
人
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
ニ
ー
ト
を
含
め
、
鹿
嶋

市
で
の
若
者
の
就
労
支
援
の
考
え
を
尋

ね
る
。

市
と
し
て
も
高
等
学
校
卒
業

者
の
就
職
支
援
策
と
し
て
、

企
業
へ
の
雇
用
奨
励
金
制
度
を
設
け
、

就
職
の
支
援
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
雇

用
対
策
協
議
会
を
通
じ
て
、
企
業
に
雇

用
の
拡
大
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
環
境

整
備
を
依
頼
し
、
雇
用
の
拡
大
改
善
に

努
め
て
い
く
。

ニ
ー
ト
化
防
止
の
強
化
も
必
要

小
古
井

市
長

小
、
中
学
生
の
薬
物

乱
用
防
止
教
育
は

危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
含
む
、

薬
物
の
乱
用
防
止
教
育
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

例
え
ば
小
学
校
で
は
、
た

ば
こ
な
ど
も
あ
わ
せ
て
体

に
害
の
あ
る
も
の
を
体
育
の
授
業
で

学
習
し
て
い
る
。
中
学
校
で
は
、
飲

酒
や
薬
物
な
ど
が
成
長
期
に
与
え
る

影
響
の
授
業
や
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
潮
来
保
健
所
な
ど
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
実

施
し
て
い
る
。

授
業
で
正
確
な
情
報
を
指
導

小
古
井

特
に
医
療
リ
ス
ク
の
高
い
高

齢
者
に
と
っ
て
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
と
連
携
の
と
れ
た
医
療
の
確
保
は

重
要
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
を
支

え
る
土
台
と
な
る
地
域
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
も
重
要
で
、
地
域
の
高
齢
者
は

地
域
が
支
え
る
自
主
性
や
主
体
性
が
求

め
ら
れ
る
。
ご
近
助
活
動
を
核
と
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
と
き
ず
な

づ
く
り
を
広
め
な
が
ら
す
す
め
て
い

く
。

ご
近
助
活
動
で

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
状
況
と
今
後
は

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
取
り
組
み
と
、
今
後
ど

の
よ
う
に
実
施
し
て
い
く
の
か
。

小
古
井

※
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　
厚
生
労
働
省
が
す
す
め
る
施
策
で
、
医
療
、

介
護
、
住
ま
い
、
予
防
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
、

身
近
な
地
域
で
一
体
的
に
提
供
す
る
体
制
。

　
鹿
嶋
市
で
は
、
在
宅
生
活
を
継
続
で
き
る
よ

う
に
支
援
す
る
制
度
や
、
定
期
・
随
時
的
な
訪

問
型
看
護
サ
ー
ビ
ス
、
認
知
症
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
ど
を
整
備
し
て
い
る
ほ
か
、
生
活
や
福
祉
の

相
談
な
ど
を
受
け
る
支
援
セ
ン
タ
ー
を
２
か
所
増

や
す
な
ど
、
随
時
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　
　

き
ん
じ
ょ

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

　○
か
な
め
ー
る
の
登
録
方
法
の
改
善
や
サ
ポ
ー
ト

○
不
法
駐
車
な
ど
の
防
止
に
向
け
た
巡
回
活
動

○
地
域
で
取
り
組
む
除
草
へ
の
新
し
い
支
援
方
法

○
犯
罪
被
害
防
止
な
ど
の
担
当
部
署
の
設
置

公
共
施
設
で
の
犯
罪
に
対
す
る

訓
練
や
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

公
共
施
設
は
、
市
民
が
利
用

す
る
場
所
だ
が
、
兵
庫
県
で

起
き
た
市
庁
舎
内
で
の
火
炎
瓶
投
げ
つ

け
事
件
な
ど
、
昨
今
は
安
全
な
場
所
と

は
い
え
な
い
状
況
。
訓
練
や
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の
か
。

関
係
部
署
で
は
そ
れ
ぞ
れ
実

施
し
て
い
る
が
、
全
庁
的
な

取
り
組
み
は
し
て
い
な
い
。
防
災
訓
練

と
と
も
に
防
犯
訓
練
の
実
施
を
し
て
い

き
た
い
。
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
未
整
備

な
の
で
、
策
定
に
努
め
た
い
。

全
庁
的
な
取
り
組
み
は

し
て
い
な
い

宇
田

総
務

  

部
長

学
校
な
ど
で
の
給
食
に

お
け
る
事
故
防
止
策
は

全
国
で
は
毎
年
、
学
校
や
介

護
施
設
で
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
や

食
中
毒
な
ど
の
事
故
が
発
生
し
、
鹿
嶋

市
で
も
学
校
給
食
に
異
物
が
混
入
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
リ
ス
ク
の
低
減
や
対

策
の
取
り
組
み
は
。

食
材
製
造
業
者
、
生
産
地
、

賞
味
期
限
の
記
録
や
包
装
容

器
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
、
作
業
前
後
の
調

理
器
具
の
確
認
な
ど
の
ほ
か
、
調
理
場

の
細
菌
検
査
や
衛
生
講
習
会
な
ど
も
開

催
し
な
が
ら
調
理
員
の
衛
生
管
理
へ
の

意
識
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

丁
寧
な
チ
ェ
ッ
ク
で
食
の
安
全

に
努
め
て
い
る

宇
田

教
育

  

部
長

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

宇
田

本
庁
舎
を
含
め
て
15
施
設
に

設
置
し
て
あ
る
。
現
在
建
設

中
の
保
健
セ
ン
タ
ー
や
、
平
井
認
定
こ

ど
も
園
に
も
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。

総
務

  

部
長

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の

調
理
室
を
設
置
し
て
は

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
、

生
徒
の
安
全
の
確
保
や
危
機

管
理
を
考
慮
し
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
調
理
室
の
設
置
を
検
討
で
き
な
い
か
。

現
状
で
は
、
敷
地
の
面
積
、
調

理
場
の
面
積
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
調
理
ス
ペ
ー

ス
の
設
置
は
で
き
な
い
。

現
状
で
は
設
置
で
き
な
い

宇
田

教
育

  

部
長

▲市役所構内駐車場に設置されている
　防犯カメラ
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ここが知りたい！

一 般    問
質質

【
こ
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質
問
や
提
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も
あ
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ま
し
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ニ
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取
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宇
田

総
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　「
と
び
ら
」
を
お
読
み
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
紙
面

の
都
合
で
発
信
で
き
な
い
情
報
も

あ
る
の
で
、
も
っ
と
市
議
会
を
知
っ

て
も
ら
う
に
は
、
傍
聴
に
来
て
い
た

だ
く
の
が
一
番
で
す
。

　
　
じ
か
に
議
会
の
様
子
を
ご
覧
く

だ
さ
れ
ば
、
も
っ
と
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
傍

聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
こ
れ
か
ら
も
力
を
合
わ
せ
て
、

よ
り
わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す

い
議
会
だ
よ
り
「
と
び
ら
」
に
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　翻
訳
士
に
な
り
、
鹿
嶋
の

子
供
た
ち
に
素
敵
な
本
を
翻

訳
し
て
紹
介
し
て
く
れ
る
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

　
　
　
　
　
　（小
池
・
佐
藤
）

■
発
行
人
　
　
　
　
　
■
編
　
集
　
　

　
議
長
　
根
崎
　
彰
　
　
議
会
広
報
委
員
会

平井中学校 1年
 　 みずの   か ほ

　水野　夏帆さん
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議
会
広
報
委
員
会
　
委
員
長
　
小
古
井
　
芳
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

副
委
員
長

　
佐
藤
　
信
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

委
　
員
　
　
小
池
　
み
よ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　 

山
口
　
哲
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
出
頭
　
克
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
宇
田
　
一
男

　
　
私
の
将
来
の
夢
は

翻
訳
士
に
な
っ
て
た
く

さ
ん
の
本
を
読
み
訳

す
こ
と
で
す
。

　
幼
稚
園
か
ら
習
い
始

め
た
英
語
が
き
っ
か
け

で
、
翻
訳
士
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

翻
訳
士
は
、
語
学
力

だ
け
で
な
く
読
解
力

も
必
要
で
、
な
る
の

が
と
て
も
難
し
い
職

業
で
す
。

  

そ
の
た
め
に
、
最

近
は
勉
強
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
目

標
の
高
校
・
大
学
へ
進

学
し
、
最
後
ま
で
諦

め
ず
に
英
語
を
マ
ス

タ
ー
し
、
自
分
の
翻

訳
士
と
い
う
夢
を
実

現
し
た
い
で
す
！

　
そ
れ
に
よ
っ
て
、
私

自
身
が
充
実
し
た
人

生
を
送
れ
る
、
ま
た
、

人
気
の
本
や
映
画
の

字
幕
を
訳
す
こ
と
で
、

み
ん
な
に
も
、
外
国

の
作
品
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
た
ら
と
思
い

ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

　
委
員
　
山
口
　
哲
秀

次
号
の
と
び
ら
は
、

平
成
27
年
１
月
30
日
発
行
予
定
で
す
。

きかせて！
　あなたの

　現在、市議会のホームページに掲載している平成 26 年６
月定例会と９月定例会の録画中継は、11 月１日で終了とな
ります（運営会社側の規定変更によって公開期間が 30 日間
に短縮されたためです）。
　今後の 12 月定例会以降の一般質問の録画中継は、質問終
了日から 30 日間のみ掲載することになります。
　なお、録音中継は、録画中継が終了した後も引き続きご
利用いただけます。

一般質問の録画中継は公開期間が短縮に

○ 録 音 中 継 は こ ち ら  

http://city.kashima.ibaraki.jp/19gikai/page5-2.html 

市議会ホームページ
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